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チューバ
木曽原　榛紀
東京都調布市出身。東京都立総合芸術高等学校を
経て東京藝術大学器楽科卒業。第 17 回ジュニア
管打楽器コンクールチューバ部門にて金賞受賞。
2018 Jeju international brass competition セミ
ファイナリスト。これまでにチューバを本間雅智、
佐藤桃、池田幸広、佐藤和彦の各氏に師事。チュー
バでの活動以外でも音楽ユニット Brave Brain に
て vocal と作詞作曲も手掛けており、これまでに
数作品をリリース。楽曲提供や様々なレコーディ
ングにも携わり音楽活動は多岐に渡る。一般社団
法人 BRASS EXCEED TOKYO チューバ奏者。

打楽器
石川　大樹
長野県小諸市出身。幼少の頃よりピアノを独学で弾き
音楽に親しむ。中学校の吹奏楽部入部をきっかけに打
楽器を始める。長野県小諸高等学校音楽科卒業。東京
藝術大学音楽学部器楽科打楽器専攻卒業。東京藝術大
学同声会長野支部の推薦で長野県新人演奏会に出演。
これまでに打楽器全般を荻原松美、杉山智恵子、藤本
隆文の各氏に師事。現在フリーランスの打楽器奏者と
して東京、地元長野を中心に演奏活動を行う。オーケ
ストラや吹奏楽等、活動は多岐にわたる。また後進の
指導にも積極的にあたっている。長野県にゆかりのあ
るプロ奏者によるオーケストラ、ensembleNOVA 所
属。ブラスアンサンブル「FILM BRASS」メンバー。

フルート
浅田　結希
東京藝術大学で同声会賞を得て卒業、記念コ
ンサートに出演する。同大学院修士課程終了。
第 58 回全日本学生音楽コンクール九州大会
第１位、第 11 回宮日音楽コンクール最優秀賞、
第 33 回宮崎県独唱独奏コンクールグランプ
リ、第 18 回コンセールマロニエ 21 第１位、
第 20 回びわ湖国際フルートコンクール入選。
藝大在学時に試験により選抜され、モーニン
グコンサートにて藝大フィルハーモニアと共
演する。

器楽アンサンブル
栗原　りか　
東京藝術大学器楽科卒業。「オズの魔法使い」

「レ・ミゼラブル」「アニー」などのミュージ
カルオーケストラでコンサートマスターをつ
とめるほか、数多くのオーケストラ、室内楽
など、ジャンルを問わず演奏活動を行う。佐
藤勝夫、海野義雄、水野佐知香の各氏に師事。

器楽アンサンブル
池田　祥子
茨城県水戸市出身。水戸第三高等学校音楽科、東
京音楽大学音楽部器楽科卒業。洗足学園音楽大学
大学院器楽科修了。ヴァイオリンを辰巳明子、ヴィ
オラを兎束俊之、大野かおる、岡田伸夫の各氏に
師事。第 14 回レ・スプレンデル音楽コンクール
入選、第 23 回クラシック音楽オーディション合
格、第 10 回関西弦楽コンクール優良賞、第 21
回和歌山音楽コンクール大学以上の部第３位（１、
２位なし）。平成 20 年度洗足学園音楽大学前田
音楽奨励賞受賞。幼稚園、小学校での教育機関や
福祉施設での演奏を積極的に活動している。

ピアノ
岡部　昌子
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経
て東京藝術大学音楽学部器楽科ピアノ専攻卒
業。パリ · エコールノルマルに留学。ピアノ
と室内楽のディプロマを取得。第 32 回全日
本学生音楽コンクールピアノ部門東日本大会
第３位入賞。第 13 回茨城県新人演奏会にて
新人賞受賞。水戸芸術館にてリサイタルを開
催するなど、ソロ、室内楽の分野で演奏活動
を行う。これまでに佐藤篤、梅谷進、安川加
壽子、深澤亮子、ジャック · ルヴィエの各氏
に師事。

ピアノ・ソルフェージュ・重唱・合唱
小山田　桃
茨城県土浦市出身。茨城県立水戸第三高等学校音楽科卒業。
東京音楽大学器楽専攻 ( ピアノ演奏家コース ) を経て、同大学
院修士課程器楽専攻鍵盤楽器研究領域 ( ピアノ ) を修了。惑星
の願いチャリティーコンサートにてライム・レディースオーケスト
ラと自作曲で共演。春のパリ研修、ドイツ・エンゲルス国際音
楽祭に参加。第６回横浜国際音楽コンクールアンサンブル部門
２台ピアノの部審査員特別賞。第７回横浜国際音楽コンクール
ピアノ協奏曲部門第１位。オーディション合格者による第２４回
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち」、第 41 回茨城新人演奏
会に出演。茨城演奏家連盟会員。アトリエ・アッシュアートサロ
ンメンバー。これまでにピアノを岩田文子、岡部昌子、秦はるひ、
関根有子、石井克典、作曲を大久保みどり、青木進の各氏に師事。

ホルン
皆川　実輝
埼玉県立芸術総合高等学校音楽科を経て、武蔵野音
楽大学ヴィルトゥオーソ学科卒業。2012 年度福井
直秋記念奨学金学修奨励金奨学生。ホルンを須山芳
博氏に、室内楽を Roger Bobo、甲斐道雄、一戸敦、
井上順平、丸山勉の各氏に師事。また Stefan Dohr、
Christian-Friedrich Dallmann、Nico De Marchi、
Frank Demmler の各氏のマスタークラスを受講。
フリーランスの演奏家として活動する傍ら小中高等
学校の吹奏楽部指導や講習会の講師などを行なって
いる。茨城県立水戸第三高等学校音楽科非常勤講師、
東京都立上水高等学校吹奏楽部部活動指導員。

クラリネット
照沼　夢輝
東海村出身。水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学卒業。クラリネッ
トを吉成隆一、大熊洋子、山本正治、金子平の各氏に、指揮を湯浅勇治氏に師事。
またチャールズ・ナイディック、パスカル・モラゲス、カール・ライスター、
リカルド・モラレス、インヒュク・チョウといった海外の演奏家にも学んでいる。
第 21 回日本クラシック音楽コンクール第２位、第四回秋吉台音楽コンクール
第３位（２位なし）、第 90 回日本音楽コンクール入選他、ARD ミュンヘン国
際音楽コンクールやプラハの春国際コンクールなどに出場。第５回ジャックラ
ンスロ国際クラリネットコンクール セミファイナリスト。サイトウキネンフェ
スティバル 小澤征爾音楽塾オーケストラやアフィニス夏の音楽祭などに出演。
日本フィルハーモニー交響楽団クラリネット奏者に就任。ぱんだウインド
オーケストラ、現代音楽アンサンブル『トーンシーク』各メンバー。ビュッ
フェ・クランポン契約講師。水戸第三高校音楽科非常勤講師。水戸ジュニア
オーケストラ指揮者。

チェロ・器楽アンサンブル
豊原　さやか
東京藝術大学音楽学部器楽科、京都市立芸術
大学大学院卒業。同大学院卒業後、新日本
フィルハーモニー交響楽団団員として１年間
活動。渡独しマインツ州立歌劇場付属オーケ
ストラの研修生を経てフライブルク音楽院で
ディプロムを取得。帰国後はソロ、室内楽の
他、バロック音楽、宗教音楽の分野でも活動。
これまでにチェロを黒川正三、上村昇、花崎
薫、C. ヘンケルの各氏に、室内楽を河野文明、
浦川宜也、R. クスマウルの各氏に師事。

器楽アンサンブル
石橋　京子
茨城県出身。東京藝術大学音楽学部器楽科卒
業。これまでに永島義男、西田直文、山本修
の各氏に師事。現在フリーランス奏者。長野
県小諸高等学校音楽科特任講師、茨城県立水
戸第三高等学校音楽科非常勤講師。

ピアノピアノ
小菅　綾小菅　綾
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校、同大学音楽
学部器楽科ピアノ専攻を経て、同大学大学院音楽研究
科器楽科修士課程修了。中下千夏、佐々木恵子、碓井
俊樹、エヴァ・ポブウォッカ、秦はるひの各氏に師事。
在学中より国内外でのマスタークラスに多数参加し、研
鑽を積む。現在は茨城、都内を中心にソロ・アンサンブ
ルを問わず積極的に演奏活動を行い、多くのアーティス
トと共演。アトリエ・アッシュメンバーとして世界初録音
となる≪チェルニー：12 の前奏曲とフーガ Op.400 ≫の
CD 録音に参加し、レコード芸術誌にて準特選盤に選出
される。ひたちなか市にて小菅綾ピアノ教室主宰。ピティ
ナ指導者賞受賞。( 一社 ) ひたちのくに楽友協会理事。

ソルフェージュ
波立　裕矢
1995 年生まれ。2018 年愛知県立芸術大学
音楽学部卒業。2021 年東京藝術大学大学院
修士課程修了。第 35 回現音作曲新人賞受賞。
第 89 回日本音楽コンクール作曲部門一位並
びに明治安田賞、三善賞受賞。第 32 回芥川
也寸志サントリー作曲賞受賞。桐朋学園大学
非常勤講師。

打楽器
長谷川　知里
埼玉県 春日部市出身。埼玉栄高等学校を経て、
武蔵野音楽大学演奏学科 器楽コースを卒業。
現在、同大学別科に在籍。大学在学中、武蔵
野音楽大学ウインドアンサンブル演奏会に出
演。これまでに打楽器を篠塚裕美子、渡辺由
美子、安藤芳広、黒田英実の各氏に師事。水
戸第三高等学校非常勤講師。

トランペット
飛田　遥香
茨城県出身 東京藝術大学を卒業。これまでにトランペットを、栃
本浩規、古田俊博、菊本和昭、佐藤友紀、木村英一、班目加奈の
各氏に、室内楽を栃本浩規、日高剛、古賀慎治の各氏に師事。第
８回 JBA 関東甲信越支部中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト
全国大会 最優秀賞・特別賞。第 12 回日本ジュニア管打楽器コン
クール金賞・文部科学大臣賞。2017 年小澤征爾音楽塾において、
セイジ・オザワ マツモトフェスティバルに参加。2019 年学内の
室内楽定期演奏会に金管五重奏で出演。ドルチェ楽器デビューコ
ンサートに出演。第 45 回茨城県新人演奏会　聴衆賞。第 30 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。FILM BRASS、水戸トランペッ
トアンサンブル、Trumpet Duo Hokuhoku 各メンバー。

ソルフェージュ
小﨑　光洋
桐朋学園大学音楽学部作曲専攻卒業。現在、
OTO の会、並びに水現 21 会員として作品を
継続的に発表。本校のほか、聖徳大学音楽学
部、茨城県立取手松陽高等学校音楽科、聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科講師。
トニカ音楽院代表。

音楽史・ソルフェージュ
吉田　桂子
東京藝術大学作曲科卒業、同大学院音楽研究
科 ( ソルフェージュ専攻 ) 修了。合唱作編曲
作品を多く手がけ、合唱指導、ピアニストと
して活動する。また鍵盤ハーモニカの可能性
に着目し、奏者との共演活動をしながら数多
くの作品を提供、発表している。作曲を野田
暉行、島岡譲各氏に、ソルフェージュを細野
孝興、永富正之各氏に、伴奏法を野平一郎氏
に師事。東京藝術大学および同附属音楽高校
非常勤講師を経て、現在茨城県立水戸第三高
校非常勤講師。日本ソルフェージュ研究協議
会会員。

ピアノ
森田　凪
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピ
アノ演奏家コース卒業。「茨城の名手・名歌手た
ち第 27 回」に出演。水戸芸術館にて「プロムナー
ド・コンサート EXTRA」に出演。国内外の音楽
アカデミーを受講、講師陣推薦による受講生コン
サートに出演。これまでにピアノを米元えり、迫
昭嘉、中村真由美、米田栄子、フォルテピアノを
小倉貴久子に師事。現在ソロ活動をする他、伴奏
ピアニストとしても活躍、編曲や映画音楽にも携
わるなど幅広く活動している。

ピアノ
小林　由佳
水戸三高音楽科卒業、東京音楽大学ピアノ演奏家コース
特待生入学、首席卒業 ( 総代 )、研究科修了。第 14 回
茨城県新人演奏会新人賞受賞。主なる活動はパリ、ミラ
ノ、ソウル、ブラジルでの公演、新国立劇場、びわ湖ホー
ル等での著名な音楽家たちとの共演。水戸芸術館でのオ
ペラ「魔笛」は朝日新聞にて音楽評論家・吉田秀和氏か
ら編曲演奏を高く評価された。彦根城築城 400 年記念コ
ンサートで高円宮妃御前演奏。水戸芸術館で「300 人の
第九」、横浜開港祭では音楽監督として毎年、市民千人
合唱と財津和夫、沢田知可子、MayJ など Jpop アーティ
ストとの共演において、合唱編曲、演奏、指導を担当。
現在、東京音楽大学（電子オルガン、ピアノ科）講師。

ピアノ・ソルフェージュ
高野　真美
水戸第三高等学校音楽科、東京音楽大学器楽
専攻ピアノ演奏家コースを卒業。第 29 回茨
城の名手・名歌手たちに出演、第７回茨城の
名手・名歌手たち　藝文コンサートに出演。
第 47 回茨城県新人演奏会に出演。これまで
にピアノを古山真由美、和田萌子、小高明子、
渚智佳の各氏に師事。茨城県内特別支援学校、
中学校音楽での講師・非常勤講師を経て、現
在水戸第三高等学校非常勤講師。県内を中心
に活動をするアンサンブルトリオ『いばらき
３人娘 étoile』をはじめ、音楽指導・吹奏楽
指導、伴奏を中心に活動を行う。

ピアノ
飛田　紗智恵
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピアノ
科卒業。ミラノ国際アカデミー（旧ミラノ音楽院）にて研鑽を
積み、ソロ、室内楽ディプロマ取得。茨城県芸術祭県民コンサー
トにて奨励賞、第３回東関東ピアノオーディション準グランプ
リ並びに県教育委員会教育長賞受賞。「茨城の名手・名歌手たち 
第 11 回」、第 27 回茨城県新人演奏会等出演、2013 年水戸芸術
館にてピアノソロ・リサイタルを開催。「茨城の名手・名歌手た
ち 第 24 回」にピアノデュオで出演。これまでに江幡和子、篠原
純子、小林出、Andrea Di Renzo、Silva Costanzo の各氏に師
事。Avo Kuyumjian、横山幸雄の各氏のレッスンを受講。ソロ、
ピアノデュオ「Le Simpatiche」、茨城音楽文化振興会演奏会員、
作曲家と演奏家のグループ「水現 21」会員として演奏活動を行う。

声楽
茅根　順子
東京音楽大学声楽科卒業。高等学校音楽教諭とし
て勤務する傍らコンサート活動を続ける。1991
年オーストリア ･ ウィーンアカデミー国立音楽大
学でドイツリートを研讃。水戸芸術館「茨城の名
手・名歌手たち 第９回」に出演。96 年より常陸
大宮市文化センターにて「茅根順子リサイタル」
を５回開催。2005 年第 16 回奏楽堂日本歌曲コ
ンクール３位入賞。08 年音楽之友ホールに於い
て、シリーズ〈日本歌曲と音の魔術師たち〉に出
演。17 年水戸芸術館にて「茅根順子リサイタルⅥ」
を開催。塚田佳男、中沢桂、青山恵子、瀬山詠子
の各氏に師事する。

ピアノ
山口　泉恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大
学 ( ピアノ演奏家コース ) 卒業。同大学研究
科修了。NHK 新人洋楽オーディション合格。
第 17 回茨城県新人演奏会にて新人賞受賞。
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち 第１回」
に出演。これまでに吉水利子、小島久里、中
山靖子、佐藤由紀子、弘中孝の各氏に師事。
現在、水戸三高音楽科および東京音楽大学非
常勤講師として後進の指導にあたりながら、
各地でソリスト、室内楽奏者として活動して
いる。日本演奏連盟会員。

声楽
柿長　飛鳥
茨城県笠間市出身。水戸第二高等学校、東京
藝術大学声楽科を経て、アメリカニューヨー
クへ留学。ニューヨーク市立ブルックリンカ
レッジ大学院修士課程を修了。 モーツァルテ
ウム夏期国際アカデミー、シカゴサマーオペ
ラ、VOICE EXPERIENCE FUNDATION（フ
ロリダ）に参加。第 33 回ソレイユ音楽コン
クール第３位（審査員奨励賞）、第 13 回チェ
コ音楽コンクール第２位受賞。2014 年「茨
城の名手・名歌手第 24 回」、第 47 回茨城県
新人演奏会に出演。現在、新国立劇場合唱団
登録メンバーとして活動中。

声楽
川上　茉梨絵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学音
楽学部声楽科を首席にて卒業。同大学院修士課程
音楽研究科声楽オペラ専攻修了後、ドイツのシュ
トゥットガルト音楽演劇大学の別科を修了。高校
在学時に「茨城の名手・名歌手たち第 16 回」に
出演。大学部卒業時に大賀典雄賞、松田トシ賞、
アカンサス賞、同声会賞を受賞し、皇居・桃華楽
堂における宮内庁主催御前演奏会に出演。これま
でに文化庁文化芸術推進事業、新国立劇場特別
公演他、様々なオペラに出演し演奏活動を行って
いる。

ピアノ
冨田　悠貴乃
茨城県水戸市出身。小学生の頃一年間父の転勤に
伴いアメリカに滞在し、稲川佳奈子氏に出会う。
帰国後、桐朋学園音楽学部附属子供のための音楽
教室に通い、ピアノのほかソルフェージュの勉強
も始める。茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経
て、愛知県立芸術大学音楽学部器楽専攻卒業。在
学中 New York Summit Music Festival に参加。
これまで坂口由美、稲川佳奈子、櫻井大伍、稲村
紘子、片岡麻衣、長瀬賢弘、西山郁子、掛谷勇三、
アルバート・ロトの各氏に師事。現在、地元音楽
教室ピアノ講師、伴奏者として活動。

ピアノ
中村　佳代
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、武
蔵野音楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。同大
学院音楽研究科修了。イギリス王立音楽大学
名誉ディプロマ取得。第 15 回茨城県新人演
奏会にて新人賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・
名歌手たち 第 1 回」に出演。ロンドン、水戸
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、姉 中
村真由美とピアノ・デュオを結成し、水戸芸
術館等でリサイタルを開催、水戸芸術館「水
戸の街に響け！ 300 人の《第九》」に毎年出演。
門下生とのピアノアンサンブルコンサートを
定期的に開催するなど、幅広く活動している。

ピアノ
中村　真由美
東京藝術大学音楽学部器楽科 ( ピアノ専攻 ) 卒業。コ
ロラド大学音楽学部 ( ピアノ演奏 ) 修士課程修了。
1988 年全米音楽指導者協会 (MTNA) 主催コンクール、
ファイナリスト｡ 89 年第３回マスターズ国際ピアノコ
ンクール、奨励賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・名
歌手たち 第 3 回」に出演。水戸市民会館、水戸芸術館
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、妹 中村佳代と
ピアノ・デュオを結成し、水戸芸術館等でリサイタル
を開催、水戸芸術館「水戸の街に響け！ 300 人の《第
九》」に毎年出演。門下生とのピアノアンサンブルコン
サートを定期的に開催するなど、幅広く活動している。
現在、茨城県立取手松陽高等学校音楽科非常勤講師｡

声楽・ソルフェージュ・重唱・合唱
髙橋　侑
水戸第三高等学校音楽科卒業。東京藝術大学声楽
科卒業後、同大学院修士課程修了。修士課程在学
中は、アメリカ人作曲家ドミニク・アージェント
の歌曲を中心に研究し学位を取得。第 63 回全日本
学生音楽コンクール声楽部門高校の部東京大会３
位、同コンクール全国大会入選。第 43 回茨城県
新人演奏会、奨励賞並びに聴衆賞受賞。第 28 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。これまでに紙谷
弘子、小泉惠子、永井和子各氏に師事。現在は茨
城県内中心の演奏の他、ポップスのレコーディン
グや、藝大出身女声４人によるアカペラユニット

「Rouge」としても積極的に活動を行なっている。

声楽
藤澤　史帆
武蔵野音楽大学音楽学部声楽学科卒業、同大
学大学院ヴィルトゥオーソコース声楽科を首
席にて修了。在学中福井直秋記念奨学金を授
与される。オーディションにより選抜され、
坂東玉三郎特別招聘教授による公開講座を受
講。同大学卒業演奏会、修了演奏会、第 89
回読売新人演奏会に出演。第 11 回東京国際
声楽コンクール　新進声楽家部門第２位 ( １
位該当なし )、東京新聞賞受賞。岩永圭子氏、
岡崎雅明氏に師事。
現在、武蔵野音楽大学研修員。

器楽アンサンブル・音楽理論・
ソルフェージュ
小高根　ふみ
都立芸術高校を経て東京藝術大学音楽学部ヴァイオリン専
攻卒業。同大学院修士課程ソルフェージュ専攻修了。ヴァ
イオリン奏者目線でのソルフェージュ教育研究に取り組み
ながら後進の指導にあたるほか、室内楽やオーケストラ等
で演奏活動を行っている。市川市文化振興財団新人演奏家
コンクール弦楽器部門最優秀賞。ヴァイオリンを小高根眞
理子、高橋孝子、霜佐紀子、岡山潔、漆原朝子の各氏に、
ソルフェージュを上田真樹、林達也、L. テシュネの各氏に、
室内楽を松原勝也、迫昭嘉、藤森亮一の各氏に師事。東京
藝術大学教育研究助手、Y.A. ミュージックアカデミー講師。

器楽アンサンブル
石坂　淑恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学
卒業。及び、同大学研究科修了。桐朋オーケスト
ラ・アカデミー研修課程修了。モーツァルテウム
音楽大学夏期国際音楽アカデミーマスタークラス
修了。第 21 回 「茨城の名手・名歌手たち」出演。
第 42 回 茨城県新人演奏会奨励賞受賞。第 65 回
東京国際芸術協会新人演奏会審査員賞受賞。ヴァ
イオリンを佐藤勝夫、城戸範子、齋藤寛子、久保
田巧、加藤知子、藤原浜雄の各氏に師事。ヴィオ
ラを佐々木亮氏に師事。 現在、水戸第三高等学校
音楽科非常勤講師、聖徳大学音楽学部演奏支援員。

器楽アンサンブル
前澤　扶美
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、
オーストリア国立ザルツブルク・モーツァルテウ
ム大学音楽学部卒業。在学中、モーツァルテウム
管弦楽団 (プロ )の客員奏者。ヴァイオリンを大
谷康子、海野義雄、ルッジェーロ・リッチの各氏
に師事。
帰国後は介護老人保健施設に就職。介護福祉士を
取得。音楽好きな施設長の影響で、ソリストとし
て水戸バッハコレギウムとヴィヴァルディの「四
季」全曲を共演する等、演奏歴も多数。現在、水
戸英宏中学校英語科非常勤講師。

器楽アンサンブル
山田　圭子
ヴァイオリンで都立芸術高校、東京藝術大学、フ
ランクフルト国立音楽大学卒業。東京文化会館推
薦音楽会出演。霧島国際音楽祭奨励賞受賞。ヴィ
オラで東京藝術大学音楽学部別科修了。第 4 回
日本アンサンブルコンクール池田賞受賞。ヴァイ
オリンを石橋紀代子、岩崎洋三、浦川宜也、エ
ディット・パイネマンの各氏に、ヴィオラを白尾
偕子、大野かおるの各氏に師事。現在、独奏・室
内楽を中心に演奏活動を行う。茨城県立取手松陽
高校音楽科非常勤講師。つくばサロンコンサート
のメンバー。

サクソフォン
柳下　柚子
洗足学園音楽大学を卒業後、東京藝術大学大学院で博士号 (D.M.) を
取得。フランスでサクソフォンの初等教育を研究し、科学技術研究費
助成事業にて日本における管楽器の早期教育プロジェクトや、東京大
学と管楽器教育のための共同研究を行う。また、文化庁主催の 文化
芸術による子供の育成事業や官民連携プラットフォームにて０歳児か
らの親子コンサー トや楽器体験事業を参画し、全国の保育施設や小
中学校にてコンサート活動を展開している。 第１回Ｋ国際サクソフォ
ンコンクール第３位。第 11 回 Jr. サクソフォンコンクール入賞。第
13 回日本クラシック音楽コンクール入賞。東京藝術大学大学院アカ
ンサス音楽賞受賞。国際音楽芸術振興財団、山田貞夫音楽財団、
ヤマノ文化財団、福島育英会奨学生。東京藝術大学専門研究員。聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科非常勤講師。

クラリネット
吉田　かなえ
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学を
卒業。尚美コンセルヴァトアールディプロマ科を修了。ヤ
マハ管楽器新人演奏会第 32 回クラリネット部門に出演。
第 41 回・46 回茨城県新人演奏会に出演 (41' 聴衆賞 )、
2018 年茨城県民コンサートに出演し特賞を受賞。ソロ・
室内楽を中心とする演奏活動の傍ら、大人から子供まで幅
広い内容の演奏指導、また吹奏楽指導の分野にも力を入れ、
多方面で活動を展開している。クラリネットを四戸世紀、
松本健司、故内山洋、他各氏に師事。日本国内で P.Schmidl、
渡欧し K.Schmid、J. Hindler のレッスンを受講。現在、
茨城県立水戸第三高等学校音楽科、洗足学園音楽大学非常
勤講師。社団法人 Youth Classic メンバー。

ピアノ
小島　慶子
東京音楽大学ピアノ演奏家コース卒業、同大
学大学院修士課程修了。第 22 回茨城県新人
演奏会にて新人賞受賞。第 1 回蓼科音楽コン
クール（現セシリア国際音楽コンクール）室
内楽部門第２位。現在、茨城県立取手松陽高
等学校音楽科、水戸第三高等学校音楽科非常
勤講師として後進の指導にあたる傍ら、ソリ
ストとして、また室内楽奏者・伴奏者として、
演奏活動を行っている。演奏表現学会、練馬
区演奏家協会会員。

ピアノ・ソルフェージュ
田﨑 百合子
桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大
学音楽学部音楽学科を卒業。ピアノを、玉置
善己、加藤伸佳、坂井由紀子の各氏に師事。P.ド
ヴァイヨン、Ｋ . ヤブウォンスキ、B. リグット、
練木繁夫、豊田あい子の各氏に指導を受ける。
ソルフェージュを、新井精、高橋千佳子の各
氏に師事。日本ソルフェージュ研究協議会会
員。

©Ayane Shindo



R５卒  関根 結子
（茨城大学教育学部音楽専修１年）
　私は音楽教諭になるために、
専攻のピアノや声楽だけでなく、
ソルフェージュや音楽史なども
幅広く専門的に学びたいと思っ
たため、水戸三高音楽科を受
験しました。音楽科では、クラ

スメイトや先輩、後輩と音楽について語り合い、切磋
琢磨しながら音楽を学ぶことができます。そして、先
生方の手厚いサポートがあったからこそ、私は進路実
現ができたと思います。これからは理想の教師像に近
づけるように努力し、「音楽の授業が楽しかった」と言っ
てもらえるような教員になりたいです。
　中学生の皆さん、音楽科には音楽が好きなたくさん
の個性豊かな仲間がいます。ぜひ充実した高校生活
を送ってください。

音楽科の行事（令和4年度）

充実した設備・環境

活躍する部活動

卒業生の主な進路先

音楽科って？

学べる専攻（楽器）

教育課程

音楽科の授業紹介

音楽科に入るには？

卒業生・在校生からのメッセージ
専門 I
　第１専攻の個人レッスンです。
優れた講師陣が個々の達成度に
応じてきめ細かく対応します。

ソルフェージュ
　聴音（旋律や和声を聴いて正しく書き取る）や視唱・視奏（旋律を見て
正しく演奏表現する）学習を中心に少人数で習熟度別に行います。

音楽理論
　楽典、楽式論、和声法など楽
譜を正確に読み取るために必要
な知識を身に付けます。

演奏研究
　音楽作品についての解釈及び
演奏について考えを深めます。

専門 II
　第２専攻のレッスンです。ピ
アノ専攻者は声楽を、それ以外
の専攻者はピアノを学習します。

音楽史
　西洋音楽の各時代の特色や、
作曲家と作品、様式などについ
て理解を深めます。

声楽　ピアノ　ヴァイオリン　ヴィオラ　チェロ　
コントラバス　ハープ　クラシックギター　
フルート　オーボエ　クラリネット　ファゴット　
サクソフォン　ホルン　トランペット　
トロンボーン　ユーフォニアム　チューバ　マリンバ　
スネアドラム　作曲
　第１専攻として上記から１つを選び、３年間、優れた
講師陣による週に１回の個人レッスン（一対一）をとお
して幅広い知識と、演奏技術の習得を目指します。

　音楽科の専門科目の授業は普通教室棟とは別の音楽棟で行われます。
　音楽棟には、レッスン室（10 室）、練習室（12 室）、ソルフェージュ室（３室）、音楽室（２室）、合唱合奏室（１室）が
あります。全室冷暖房完備で、グランドピアノが各部屋に配置されており、平日朝は７時 15分から、放課後は 18時 30 分
まで練習する環境が整っています。

◇一般入学の概要
・音楽実技検査と５教科の学力検査を行います。　　　・募集定員　30名（男女共学）

・通学区　　茨城県内のどこからでも応募できます。

◇音楽実技検査の概要（詳細は茨城県教育委員会ホームページをご覧ください）
・聴音記譜（簡単な旋律を聴いて、五線譜に書き取ります）

・コールユーブンゲン（指定の範囲より、当日指定の１曲を楽譜を見ながら歌います）

・専攻別課題（専攻別に与えられた課題曲を演奏します）

　普通科・家政科・音楽科の多くの生徒は部活動に入部し、活躍しています。音楽棟では吹奏楽部、コーラス部が放課後
活動しています。

鑑賞研究
　音楽作品の鑑賞の学習を通して、音楽的な見方・考え方を
働かせ、専門的な音楽に関する資質・能力を育成します。

◇入試の対策は？
・ピアノや楽器のレッスンを受けていたり、合唱部や吹奏

楽部で、普段から音楽の勉強をしていたりすることが基

本です。その他に、聴音記譜やコールユーブンゲンを中

学校の音楽の先生やレッスンを受けている先生に教えて

もらう必要があります。

◇進路相談のご案内
・水戸三高音楽科では、学校説明会の他、中学生体験

レッスンや進路相談会を実施しています。音楽科講

師によるレッスン、授業内容や入試に関する説明、

ソルフェージュ等の体験授業もありますので、ぜひ

一度足を運んでみてください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
１
年

現代の国語
２

言語文化
２

歴史総合
２

数学Ⅰ
３

科学と人間生活
２

体育
３

保健
１

英語
コミュニケーションⅠ

３
論理・表現Ⅰ

２
情報Ⅰ

２
専攻実技

２
副科
１

音楽
理論
１

ソルフェージュ
３

※器楽
アンサンブル

２
ＨＲ
１

総探
１

２
年

論理国語
２

古典探究
２

公共
２

数学Ａ 
２

生物基礎
２

体育
２

保健
１

英語コミュニケーションⅡ
４

家庭基礎
２

専攻実技
２

副科
１

音楽
理論
１

音楽史
２

演奏
研究
１

ソルフェージュ
３

※器楽
アンサンブル

２
ＨＲ
１

総探
１

３
年

論理国語
２

古典探究
２

地理総合
２

体育
２

英語コミュニケーションⅢ
４

※英語特講
２

※数学特講２
２

※理科特講１
２ 専攻実技

２
副科
１

音楽理論
２

音楽
史
１

演奏研究
２

ソルフェージュ
３

※声楽
アンサンブル

２
ＨＲ
１

総探
１※ソルフェージュ

特講
２

※鑑賞研究
２
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＊令和５年度入学生用 ※印は学校設定科目です

吹奏楽部実績
・令和４年度　第 62回茨城県吹奏楽コンクール　高等学校A部門　銀賞
・第 57回茨城県アンサンブルコンテスト　木管八重奏　金賞
・ソロコンテストいばらき県大会 (2023.2.7)　A.SAX　金賞　

コーラス部実績
・第 46回全国高等学校総合文化祭 2022 東京大会合唱部門　出場
・第 90回 NHK全国学校音楽コンクール茨城県コンクール　銀賞
・第 77回茨城県合唱コンクール　銅賞
・第 25回ヴォーカルアンサンブルフェスタいばらき　出場

★第 46回全国町田ピアノコンクール　第１位
　町田市議会議長賞
★第 43回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール　　
　木管楽器部門　高校生の部　第５位
★第 44回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
　木管楽器部門　高校生の部　入選
★第 16回べーテン音楽コンクール　全国大会　入選
★第 32回日本クラシック音楽コンクール全国大会
　クラリネット部門　高校生の部　出場
★第９回Kサクソフォーンコンクール　高校生の部
　優秀賞

４月 音楽科新入生歓迎会

６月

ピアノ公開レッスン
（講師：国立音楽大学特任教授　渋谷淑子先生）
北関東甲信越音楽系高等学校演奏会
クラリネット公開レッスン

（講師：武蔵野音楽大学特任教授　山本正治先生）

７月 音楽科大学見学会（東京音楽大学）
オペラ鑑賞会「蝶々夫人」（プッチーニ作曲）（新国立劇場）

９月
日本音楽講座
声楽公開レッスン

（講師：東京藝術大学教授　菅英三子先生）

12 月 第 59 回音楽科卒業演奏会
（ひたちなか市文化会館小ホール）

３月 卒業式

進学先 R1 R2 R3 R4

国公立 東 京 藝 術 大 学 1 3(1)
茨 城 大 学 1 1 1

私立

国 立 音 楽 大 学 3 4 1
昭 和 音 楽 大 学 1
洗 足 学 園 音 楽 大 学 1
東 京 音 楽 大 学 3 2 1 3
桐 朋 学 園 大 学 1
日 本 大 学 2
フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 1
武 蔵 野 音 楽 大 学 5 4
上 野 学 園 大 学 短 期 大 学 部 1 1
昭 和 音 楽 大 学 短 期 大 学 部 1 1
茨 城 キ リ ス ト 教 大 学 1 1
宇 都 宮 共 和 大 学 1
常 磐 大 学 1
常 磐 短 期 大 学 1

３年 大橋 侑奈
（勝田第一中学校出身）
　水戸三高音楽科では普通教
科に加えて、専攻実技・音楽
理論・ソルフェージュなどの基
礎を幅広く学ぶことができます。
また、練習室やソルフェージュ
室にはそれぞれグランドピアノが

完備されており、練習をするのにとても良い環境になっ
ています。
　音楽科ならではの行事として、公開レッスンでは大
学の先生のレッスンを直接受講することができます。ま
た、オペラ鑑賞会ではプロの方の演奏を生で体感でき、
本物の音楽に触れる機会が沢山あります。こうした行
事は他にはない、とても貴重な経験だと思います。
　生活面では、毎日音楽が好きなクラスメイトと共に学
べることで、切磋琢磨しながら充実した生活が送れてい
ます。先生方は優しくアドバイスや手厚いご指導をして
くださいます。進路実現や目標に向けて、入念に準備
することができることも三高音楽科の大きな魅力です。

２年 寺内 弘志
（茨城大学附属中学校出身）
　私は、三高音楽科が家の近
くで音楽を専門的に学べる魅力
的な場だと感じ、入学しました。
小学生の時、パイプオルガンと
いう自分が進むべき道と出会い
ました。三高にオルガン専攻は
ありませんでしたが、ピアノの

表現は全ての音楽に繋がってくると思い、ピアノ専攻
を志望しました。
　高校では、普通教科に加え、毎日音楽について専
門的に学習しています。日々の暮らしでは、仲間と音
楽について語り合い、また、仲間と切磋琢磨しながら
自分の音楽を磨いています。
　将来は、三高で学んだ知識を生かし、大学進学を
してもっとオルガンについて研究をし、この水戸にパイ
プオルガンを弾きに帰ってきたいと考えています。
　三高では自分の専攻以外にも沢山の知識を得るこ
とができ、新たな仲間との出会いもあり、大変有意義
な場所です。将来音楽の道に進みたい、音楽が好き
という方はぜひ一緒に音楽を学びませんか。

　水戸三高音楽科は、「音楽に携わる人材の育成」という教育目標のも
と、国内外で活躍する演奏家はもとより、学校の音楽の先生や地域の音楽
指導者など、数多くの音楽のスペシャリストを輩出している歴史と伝統を
持つ学科です。
　音楽科では、音楽の表現の意味と楽しさについて再発見し、将来的に音
楽の世界で活躍したいと考えている皆さんを応援します。
　「音楽が好きだ」「音楽を学びたい」という強い情熱を持っている方、
ぜひ水戸三高音楽科で充実した高校生活を送りませんか？

入賞実績（令和４年度）

器楽アンサンブル
　１・２年生全員が弦
楽器を学び、基本的な
奏法やアンサンブルの
力を身に付けます。

声楽アンサンブル
　重唱や合唱をとおし
て、基本的な発声法や
アンサンブルの力を身
に付けます。

管楽器（トランペット）管楽器（トランペット） ピアノピアノ

声楽声楽 チューバチューバ 打楽器（マリンバ）打楽器（マリンバ）

レッスン室レッスン室 ソルフェージュ室ソルフェージュ室 第１音楽室第１音楽室 合唱合奏室合唱合奏室

公開レッスン公開レッスン

日本音楽講座日本音楽講座オペラ鑑賞会オペラ鑑賞会

新入生歓迎会新入生歓迎会

第59回音楽科卒業演奏会第59回音楽科卒業演奏会

（　）内過年度卒（内数）

器楽アンサンブル

声楽アンサンブル



R５卒  関根 結子
（茨城大学教育学部音楽専修１年）
　私は音楽教諭になるために、
専攻のピアノや声楽だけでなく、
ソルフェージュや音楽史なども
幅広く専門的に学びたいと思っ
たため、水戸三高音楽科を受
験しました。音楽科では、クラ

スメイトや先輩、後輩と音楽について語り合い、切磋
琢磨しながら音楽を学ぶことができます。そして、先
生方の手厚いサポートがあったからこそ、私は進路実
現ができたと思います。これからは理想の教師像に近
づけるように努力し、「音楽の授業が楽しかった」と言っ
てもらえるような教員になりたいです。
　中学生の皆さん、音楽科には音楽が好きなたくさん
の個性豊かな仲間がいます。ぜひ充実した高校生活
を送ってください。

音楽科の行事（令和4年度）

充実した設備・環境

活躍する部活動

卒業生の主な進路先

音楽科って？

学べる専攻（楽器）

教育課程

音楽科の授業紹介

音楽科に入るには？

卒業生・在校生からのメッセージ
専門 I
　第１専攻の個人レッスンです。
優れた講師陣が個々の達成度に
応じてきめ細かく対応します。

ソルフェージュ
　聴音（旋律や和声を聴いて正しく書き取る）や視唱・視奏（旋律を見て
正しく演奏表現する）学習を中心に少人数で習熟度別に行います。

音楽理論
　楽典、楽式論、和声法など楽
譜を正確に読み取るために必要
な知識を身に付けます。

演奏研究
　音楽作品についての解釈及び
演奏について考えを深めます。

専門 II
　第２専攻のレッスンです。ピ
アノ専攻者は声楽を、それ以外
の専攻者はピアノを学習します。

音楽史
　西洋音楽の各時代の特色や、
作曲家と作品、様式などについ
て理解を深めます。

声楽　ピアノ　ヴァイオリン　ヴィオラ　チェロ　
コントラバス　ハープ　クラシックギター　
フルート　オーボエ　クラリネット　ファゴット　
サクソフォン　ホルン　トランペット　
トロンボーン　ユーフォニアム　チューバ　マリンバ　
スネアドラム　作曲
　第１専攻として上記から１つを選び、３年間、優れた
講師陣による週に１回の個人レッスン（一対一）をとお
して幅広い知識と、演奏技術の習得を目指します。

　音楽科の専門科目の授業は普通教室棟とは別の音楽棟で行われます。
　音楽棟には、レッスン室（10 室）、練習室（12 室）、ソルフェージュ室（３室）、音楽室（２室）、合唱合奏室（１室）が
あります。全室冷暖房完備で、グランドピアノが各部屋に配置されており、平日朝は７時 15分から、放課後は 18時 30 分
まで練習する環境が整っています。

◇一般入学の概要
・音楽実技検査と５教科の学力検査を行います。　　　・募集定員　30名（男女共学）

・通学区　　茨城県内のどこからでも応募できます。

◇音楽実技検査の概要（詳細は茨城県教育委員会ホームページをご覧ください）
・聴音記譜（簡単な旋律を聴いて、五線譜に書き取ります）

・コールユーブンゲン（指定の範囲より、当日指定の１曲を楽譜を見ながら歌います）

・専攻別課題（専攻別に与えられた課題曲を演奏します）

　普通科・家政科・音楽科の多くの生徒は部活動に入部し、活躍しています。音楽棟では吹奏楽部、コーラス部が放課後
活動しています。

鑑賞研究
　音楽作品の鑑賞の学習を通して、音楽的な見方・考え方を
働かせ、専門的な音楽に関する資質・能力を育成します。

◇入試の対策は？
・ピアノや楽器のレッスンを受けていたり、合唱部や吹奏

楽部で、普段から音楽の勉強をしていたりすることが基

本です。その他に、聴音記譜やコールユーブンゲンを中

学校の音楽の先生やレッスンを受けている先生に教えて

もらう必要があります。

◇進路相談のご案内
・水戸三高音楽科では、学校説明会の他、中学生体験

レッスンや進路相談会を実施しています。音楽科講

師によるレッスン、授業内容や入試に関する説明、

ソルフェージュ等の体験授業もありますので、ぜひ

一度足を運んでみてください。
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ぜひ水戸三高音楽科で充実した高校生活を送りませんか？

入賞実績（令和４年度）

器楽アンサンブル
　１・２年生全員が弦
楽器を学び、基本的な
奏法やアンサンブルの
力を身に付けます。

声楽アンサンブル
　重唱や合唱をとおし
て、基本的な発声法や
アンサンブルの力を身
に付けます。

管楽器（トランペット）管楽器（トランペット） ピアノピアノ

声楽声楽 チューバチューバ 打楽器（マリンバ）打楽器（マリンバ）

レッスン室レッスン室 ソルフェージュ室ソルフェージュ室 第１音楽室第１音楽室 合唱合奏室合唱合奏室

公開レッスン公開レッスン

日本音楽講座日本音楽講座オペラ鑑賞会オペラ鑑賞会

新入生歓迎会新入生歓迎会

第59回音楽科卒業演奏会第59回音楽科卒業演奏会

（　）内過年度卒（内数）

器楽アンサンブル

声楽アンサンブル



R５卒  関根 結子
（茨城大学教育学部音楽専修１年）
　私は音楽教諭になるために、
専攻のピアノや声楽だけでなく、
ソルフェージュや音楽史なども
幅広く専門的に学びたいと思っ
たため、水戸三高音楽科を受
験しました。音楽科では、クラ

スメイトや先輩、後輩と音楽について語り合い、切磋
琢磨しながら音楽を学ぶことができます。そして、先
生方の手厚いサポートがあったからこそ、私は進路実
現ができたと思います。これからは理想の教師像に近
づけるように努力し、「音楽の授業が楽しかった」と言っ
てもらえるような教員になりたいです。
　中学生の皆さん、音楽科には音楽が好きなたくさん
の個性豊かな仲間がいます。ぜひ充実した高校生活
を送ってください。

音楽科の行事（令和4年度）

充実した設備・環境

活躍する部活動

卒業生の主な進路先

音楽科って？

学べる専攻（楽器）

教育課程

音楽科の授業紹介

音楽科に入るには？

卒業生・在校生からのメッセージ
専門 I
　第１専攻の個人レッスンです。
優れた講師陣が個々の達成度に
応じてきめ細かく対応します。

ソルフェージュ
　聴音（旋律や和声を聴いて正しく書き取る）や視唱・視奏（旋律を見て
正しく演奏表現する）学習を中心に少人数で習熟度別に行います。

音楽理論
　楽典、楽式論、和声法など楽
譜を正確に読み取るために必要
な知識を身に付けます。

演奏研究
　音楽作品についての解釈及び
演奏について考えを深めます。

専門 II
　第２専攻のレッスンです。ピ
アノ専攻者は声楽を、それ以外
の専攻者はピアノを学習します。

音楽史
　西洋音楽の各時代の特色や、
作曲家と作品、様式などについ
て理解を深めます。

声楽　ピアノ　ヴァイオリン　ヴィオラ　チェロ　
コントラバス　ハープ　クラシックギター　
フルート　オーボエ　クラリネット　ファゴット　
サクソフォン　ホルン　トランペット　
トロンボーン　ユーフォニアム　チューバ　マリンバ　
スネアドラム　作曲
　第１専攻として上記から１つを選び、３年間、優れた
講師陣による週に１回の個人レッスン（一対一）をとお
して幅広い知識と、演奏技術の習得を目指します。

　音楽科の専門科目の授業は普通教室棟とは別の音楽棟で行われます。
　音楽棟には、レッスン室（10 室）、練習室（12 室）、ソルフェージュ室（３室）、音楽室（２室）、合唱合奏室（１室）が
あります。全室冷暖房完備で、グランドピアノが各部屋に配置されており、平日朝は７時 15分から、放課後は 18時 30 分
まで練習する環境が整っています。

◇一般入学の概要
・音楽実技検査と５教科の学力検査を行います。　　　・募集定員　30名（男女共学）

・通学区　　茨城県内のどこからでも応募できます。

◇音楽実技検査の概要（詳細は茨城県教育委員会ホームページをご覧ください）
・聴音記譜（簡単な旋律を聴いて、五線譜に書き取ります）

・コールユーブンゲン（指定の範囲より、当日指定の１曲を楽譜を見ながら歌います）

・専攻別課題（専攻別に与えられた課題曲を演奏します）

　普通科・家政科・音楽科の多くの生徒は部活動に入部し、活躍しています。音楽棟では吹奏楽部、コーラス部が放課後
活動しています。

鑑賞研究
　音楽作品の鑑賞の学習を通して、音楽的な見方・考え方を
働かせ、専門的な音楽に関する資質・能力を育成します。

◇入試の対策は？
・ピアノや楽器のレッスンを受けていたり、合唱部や吹奏

楽部で、普段から音楽の勉強をしていたりすることが基

本です。その他に、聴音記譜やコールユーブンゲンを中

学校の音楽の先生やレッスンを受けている先生に教えて

もらう必要があります。

◇進路相談のご案内
・水戸三高音楽科では、学校説明会の他、中学生体験

レッスンや進路相談会を実施しています。音楽科講

師によるレッスン、授業内容や入試に関する説明、

ソルフェージュ等の体験授業もありますので、ぜひ

一度足を運んでみてください。
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＊令和５年度入学生用 ※印は学校設定科目です

吹奏楽部実績
・令和４年度　第 62回茨城県吹奏楽コンクール　高等学校A部門　銀賞
・第 57回茨城県アンサンブルコンテスト　木管八重奏　金賞
・ソロコンテストいばらき県大会 (2023.2.7)　A.SAX　金賞　

コーラス部実績
・第 46回全国高等学校総合文化祭 2022 東京大会合唱部門　出場
・第 90回 NHK全国学校音楽コンクール茨城県コンクール　銀賞
・第 77回茨城県合唱コンクール　銅賞
・第 25回ヴォーカルアンサンブルフェスタいばらき　出場

★第 46回全国町田ピアノコンクール　第１位
　町田市議会議長賞
★第 43回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール　　
　木管楽器部門　高校生の部　第５位
★第 44回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
　木管楽器部門　高校生の部　入選
★第 16回べーテン音楽コンクール　全国大会　入選
★第 32回日本クラシック音楽コンクール全国大会
　クラリネット部門　高校生の部　出場
★第９回Kサクソフォーンコンクール　高校生の部
　優秀賞

４月 音楽科新入生歓迎会

６月

ピアノ公開レッスン
（講師：国立音楽大学特任教授　渋谷淑子先生）
北関東甲信越音楽系高等学校演奏会
クラリネット公開レッスン

（講師：武蔵野音楽大学特任教授　山本正治先生）

７月 音楽科大学見学会（東京音楽大学）
オペラ鑑賞会「蝶々夫人」（プッチーニ作曲）（新国立劇場）

９月
日本音楽講座
声楽公開レッスン

（講師：東京藝術大学教授　菅英三子先生）

12 月 第 59 回音楽科卒業演奏会
（ひたちなか市文化会館小ホール）

３月 卒業式

進学先 R1 R2 R3 R4

国公立 東 京 藝 術 大 学 1 3(1)
茨 城 大 学 1 1 1

私立

国 立 音 楽 大 学 3 4 1
昭 和 音 楽 大 学 1
洗 足 学 園 音 楽 大 学 1
東 京 音 楽 大 学 3 2 1 3
桐 朋 学 園 大 学 1
日 本 大 学 2
フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 1
武 蔵 野 音 楽 大 学 5 4
上 野 学 園 大 学 短 期 大 学 部 1 1
昭 和 音 楽 大 学 短 期 大 学 部 1 1
茨 城 キ リ ス ト 教 大 学 1 1
宇 都 宮 共 和 大 学 1
常 磐 大 学 1
常 磐 短 期 大 学 1

３年 大橋 侑奈
（勝田第一中学校出身）
　水戸三高音楽科では普通教
科に加えて、専攻実技・音楽
理論・ソルフェージュなどの基
礎を幅広く学ぶことができます。
また、練習室やソルフェージュ
室にはそれぞれグランドピアノが

完備されており、練習をするのにとても良い環境になっ
ています。
　音楽科ならではの行事として、公開レッスンでは大
学の先生のレッスンを直接受講することができます。ま
た、オペラ鑑賞会ではプロの方の演奏を生で体感でき、
本物の音楽に触れる機会が沢山あります。こうした行
事は他にはない、とても貴重な経験だと思います。
　生活面では、毎日音楽が好きなクラスメイトと共に学
べることで、切磋琢磨しながら充実した生活が送れてい
ます。先生方は優しくアドバイスや手厚いご指導をして
くださいます。進路実現や目標に向けて、入念に準備
することができることも三高音楽科の大きな魅力です。

２年 寺内 弘志
（茨城大学附属中学校出身）
　私は、三高音楽科が家の近
くで音楽を専門的に学べる魅力
的な場だと感じ、入学しました。
小学生の時、パイプオルガンと
いう自分が進むべき道と出会い
ました。三高にオルガン専攻は
ありませんでしたが、ピアノの

表現は全ての音楽に繋がってくると思い、ピアノ専攻
を志望しました。
　高校では、普通教科に加え、毎日音楽について専
門的に学習しています。日々の暮らしでは、仲間と音
楽について語り合い、また、仲間と切磋琢磨しながら
自分の音楽を磨いています。
　将来は、三高で学んだ知識を生かし、大学進学を
してもっとオルガンについて研究をし、この水戸にパイ
プオルガンを弾きに帰ってきたいと考えています。
　三高では自分の専攻以外にも沢山の知識を得るこ
とができ、新たな仲間との出会いもあり、大変有意義
な場所です。将来音楽の道に進みたい、音楽が好き
という方はぜひ一緒に音楽を学びませんか。

　水戸三高音楽科は、「音楽に携わる人材の育成」という教育目標のも
と、国内外で活躍する演奏家はもとより、学校の音楽の先生や地域の音楽
指導者など、数多くの音楽のスペシャリストを輩出している歴史と伝統を
持つ学科です。
　音楽科では、音楽の表現の意味と楽しさについて再発見し、将来的に音
楽の世界で活躍したいと考えている皆さんを応援します。
　「音楽が好きだ」「音楽を学びたい」という強い情熱を持っている方、
ぜひ水戸三高音楽科で充実した高校生活を送りませんか？

入賞実績（令和４年度）

器楽アンサンブル
　１・２年生全員が弦
楽器を学び、基本的な
奏法やアンサンブルの
力を身に付けます。

声楽アンサンブル
　重唱や合唱をとおし
て、基本的な発声法や
アンサンブルの力を身
に付けます。
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音楽科紹介音楽科紹介
2024

Let's enjoy music

茨城県立水戸第三高等学校　音楽科
〒 310-0011　茨城県水戸市三の丸 2 - 7 - 2 7
TEL：029-224-2044　FAX：029-225-4524
水戸第三高等学校HP：http://www.mito3-h.ed.jp/

非常勤講師の紹介 非常勤講師の紹介

チューバ
木曽原　榛紀
東京都調布市出身。東京都立総合芸術高等学校を
経て東京藝術大学器楽科卒業。第 17 回ジュニア
管打楽器コンクールチューバ部門にて金賞受賞。
2018 Jeju international brass competition セミ
ファイナリスト。これまでにチューバを本間雅智、
佐藤桃、池田幸広、佐藤和彦の各氏に師事。チュー
バでの活動以外でも音楽ユニット Brave Brain に
て vocal と作詞作曲も手掛けており、これまでに
数作品をリリース。楽曲提供や様々なレコーディ
ングにも携わり音楽活動は多岐に渡る。一般社団
法人 BRASS EXCEED TOKYO チューバ奏者。

打楽器
石川　大樹
長野県小諸市出身。幼少の頃よりピアノを独学で弾き
音楽に親しむ。中学校の吹奏楽部入部をきっかけに打
楽器を始める。長野県小諸高等学校音楽科卒業。東京
藝術大学音楽学部器楽科打楽器専攻卒業。東京藝術大
学同声会長野支部の推薦で長野県新人演奏会に出演。
これまでに打楽器全般を荻原松美、杉山智恵子、藤本
隆文の各氏に師事。現在フリーランスの打楽器奏者と
して東京、地元長野を中心に演奏活動を行う。オーケ
ストラや吹奏楽等、活動は多岐にわたる。また後進の
指導にも積極的にあたっている。長野県にゆかりのあ
るプロ奏者によるオーケストラ、ensembleNOVA 所
属。ブラスアンサンブル「FILM BRASS」メンバー。

フルート
浅田　結希
東京藝術大学で同声会賞を得て卒業、記念コ
ンサートに出演する。同大学院修士課程終了。
第 58 回全日本学生音楽コンクール九州大会
第１位、第 11 回宮日音楽コンクール最優秀賞、
第 33 回宮崎県独唱独奏コンクールグランプ
リ、第 18 回コンセールマロニエ 21 第１位、
第 20 回びわ湖国際フルートコンクール入選。
藝大在学時に試験により選抜され、モーニン
グコンサートにて藝大フィルハーモニアと共
演する。

器楽アンサンブル
栗原　りか　
東京藝術大学器楽科卒業。「オズの魔法使い」

「レ・ミゼラブル」「アニー」などのミュージ
カルオーケストラでコンサートマスターをつ
とめるほか、数多くのオーケストラ、室内楽
など、ジャンルを問わず演奏活動を行う。佐
藤勝夫、海野義雄、水野佐知香の各氏に師事。

器楽アンサンブル
池田　祥子
茨城県水戸市出身。水戸第三高等学校音楽科、東
京音楽大学音楽部器楽科卒業。洗足学園音楽大学
大学院器楽科修了。ヴァイオリンを辰巳明子、ヴィ
オラを兎束俊之、大野かおる、岡田伸夫の各氏に
師事。第 14 回レ・スプレンデル音楽コンクール
入選、第 23 回クラシック音楽オーディション合
格、第 10 回関西弦楽コンクール優良賞、第 21
回和歌山音楽コンクール大学以上の部第３位（１、
２位なし）。平成 20 年度洗足学園音楽大学前田
音楽奨励賞受賞。幼稚園、小学校での教育機関や
福祉施設での演奏を積極的に活動している。

ピアノ
岡部　昌子
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経
て東京藝術大学音楽学部器楽科ピアノ専攻卒
業。パリ · エコールノルマルに留学。ピアノ
と室内楽のディプロマを取得。第 32 回全日
本学生音楽コンクールピアノ部門東日本大会
第３位入賞。第 13 回茨城県新人演奏会にて
新人賞受賞。水戸芸術館にてリサイタルを開
催するなど、ソロ、室内楽の分野で演奏活動
を行う。これまでに佐藤篤、梅谷進、安川加
壽子、深澤亮子、ジャック · ルヴィエの各氏
に師事。

ピアノ・ソルフェージュ・重唱・合唱
小山田　桃
茨城県土浦市出身。茨城県立水戸第三高等学校音楽科卒業。
東京音楽大学器楽専攻 ( ピアノ演奏家コース ) を経て、同大学
院修士課程器楽専攻鍵盤楽器研究領域 ( ピアノ ) を修了。惑星
の願いチャリティーコンサートにてライム・レディースオーケスト
ラと自作曲で共演。春のパリ研修、ドイツ・エンゲルス国際音
楽祭に参加。第６回横浜国際音楽コンクールアンサンブル部門
２台ピアノの部審査員特別賞。第７回横浜国際音楽コンクール
ピアノ協奏曲部門第１位。オーディション合格者による第２４回
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち」、第 41 回茨城新人演奏
会に出演。茨城演奏家連盟会員。アトリエ・アッシュアートサロ
ンメンバー。これまでにピアノを岩田文子、岡部昌子、秦はるひ、
関根有子、石井克典、作曲を大久保みどり、青木進の各氏に師事。

ホルン
皆川　実輝
埼玉県立芸術総合高等学校音楽科を経て、武蔵野音
楽大学ヴィルトゥオーソ学科卒業。2012 年度福井
直秋記念奨学金学修奨励金奨学生。ホルンを須山芳
博氏に、室内楽を Roger Bobo、甲斐道雄、一戸敦、
井上順平、丸山勉の各氏に師事。また Stefan Dohr、
Christian-Friedrich Dallmann、Nico De Marchi、
Frank Demmler の各氏のマスタークラスを受講。
フリーランスの演奏家として活動する傍ら小中高等
学校の吹奏楽部指導や講習会の講師などを行なって
いる。茨城県立水戸第三高等学校音楽科非常勤講師、
東京都立上水高等学校吹奏楽部部活動指導員。

クラリネット
照沼　夢輝
東海村出身。水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学卒業。クラリネッ
トを吉成隆一、大熊洋子、山本正治、金子平の各氏に、指揮を湯浅勇治氏に師事。
またチャールズ・ナイディック、パスカル・モラゲス、カール・ライスター、
リカルド・モラレス、インヒュク・チョウといった海外の演奏家にも学んでいる。
第 21 回日本クラシック音楽コンクール第２位、第四回秋吉台音楽コンクール
第３位（２位なし）、第 90 回日本音楽コンクール入選他、ARD ミュンヘン国
際音楽コンクールやプラハの春国際コンクールなどに出場。第５回ジャックラ
ンスロ国際クラリネットコンクール セミファイナリスト。サイトウキネンフェ
スティバル 小澤征爾音楽塾オーケストラやアフィニス夏の音楽祭などに出演。
日本フィルハーモニー交響楽団クラリネット奏者に就任。ぱんだウインド
オーケストラ、現代音楽アンサンブル『トーンシーク』各メンバー。ビュッ
フェ・クランポン契約講師。水戸第三高校音楽科非常勤講師。水戸ジュニア
オーケストラ指揮者。

チェロ・器楽アンサンブル
豊原　さやか
東京藝術大学音楽学部器楽科、京都市立芸術
大学大学院卒業。同大学院卒業後、新日本
フィルハーモニー交響楽団団員として１年間
活動。渡独しマインツ州立歌劇場付属オーケ
ストラの研修生を経てフライブルク音楽院で
ディプロムを取得。帰国後はソロ、室内楽の
他、バロック音楽、宗教音楽の分野でも活動。
これまでにチェロを黒川正三、上村昇、花崎
薫、C. ヘンケルの各氏に、室内楽を河野文明、
浦川宜也、R. クスマウルの各氏に師事。

器楽アンサンブル
石橋　京子
茨城県出身。東京藝術大学音楽学部器楽科卒
業。これまでに永島義男、西田直文、山本修
の各氏に師事。現在フリーランス奏者。長野
県小諸高等学校音楽科特任講師、茨城県立水
戸第三高等学校音楽科非常勤講師。

ピアノピアノ
小菅　綾小菅　綾
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校、同大学音楽
学部器楽科ピアノ専攻を経て、同大学大学院音楽研究
科器楽科修士課程修了。中下千夏、佐々木恵子、碓井
俊樹、エヴァ・ポブウォッカ、秦はるひの各氏に師事。
在学中より国内外でのマスタークラスに多数参加し、研
鑽を積む。現在は茨城、都内を中心にソロ・アンサンブ
ルを問わず積極的に演奏活動を行い、多くのアーティス
トと共演。アトリエ・アッシュメンバーとして世界初録音
となる≪チェルニー：12 の前奏曲とフーガ Op.400 ≫の
CD 録音に参加し、レコード芸術誌にて準特選盤に選出
される。ひたちなか市にて小菅綾ピアノ教室主宰。ピティ
ナ指導者賞受賞。( 一社 ) ひたちのくに楽友協会理事。

ソルフェージュ
波立　裕矢
1995 年生まれ。2018 年愛知県立芸術大学
音楽学部卒業。2021 年東京藝術大学大学院
修士課程修了。第 35 回現音作曲新人賞受賞。
第 89 回日本音楽コンクール作曲部門一位並
びに明治安田賞、三善賞受賞。第 32 回芥川
也寸志サントリー作曲賞受賞。桐朋学園大学
非常勤講師。

打楽器
長谷川　知里
埼玉県 春日部市出身。埼玉栄高等学校を経て、
武蔵野音楽大学演奏学科 器楽コースを卒業。
現在、同大学別科に在籍。大学在学中、武蔵
野音楽大学ウインドアンサンブル演奏会に出
演。これまでに打楽器を篠塚裕美子、渡辺由
美子、安藤芳広、黒田英実の各氏に師事。水
戸第三高等学校非常勤講師。

トランペット
飛田　遥香
茨城県出身 東京藝術大学を卒業。これまでにトランペットを、栃
本浩規、古田俊博、菊本和昭、佐藤友紀、木村英一、班目加奈の
各氏に、室内楽を栃本浩規、日高剛、古賀慎治の各氏に師事。第
８回 JBA 関東甲信越支部中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト
全国大会 最優秀賞・特別賞。第 12 回日本ジュニア管打楽器コン
クール金賞・文部科学大臣賞。2017 年小澤征爾音楽塾において、
セイジ・オザワ マツモトフェスティバルに参加。2019 年学内の
室内楽定期演奏会に金管五重奏で出演。ドルチェ楽器デビューコ
ンサートに出演。第 45 回茨城県新人演奏会　聴衆賞。第 30 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。FILM BRASS、水戸トランペッ
トアンサンブル、Trumpet Duo Hokuhoku 各メンバー。

ソルフェージュ
小﨑　光洋
桐朋学園大学音楽学部作曲専攻卒業。現在、
OTO の会、並びに水現 21 会員として作品を
継続的に発表。本校のほか、聖徳大学音楽学
部、茨城県立取手松陽高等学校音楽科、聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科講師。
トニカ音楽院代表。

音楽史・ソルフェージュ
吉田　桂子
東京藝術大学作曲科卒業、同大学院音楽研究
科 ( ソルフェージュ専攻 ) 修了。合唱作編曲
作品を多く手がけ、合唱指導、ピアニストと
して活動する。また鍵盤ハーモニカの可能性
に着目し、奏者との共演活動をしながら数多
くの作品を提供、発表している。作曲を野田
暉行、島岡譲各氏に、ソルフェージュを細野
孝興、永富正之各氏に、伴奏法を野平一郎氏
に師事。東京藝術大学および同附属音楽高校
非常勤講師を経て、現在茨城県立水戸第三高
校非常勤講師。日本ソルフェージュ研究協議
会会員。

ピアノ
森田　凪
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピ
アノ演奏家コース卒業。「茨城の名手・名歌手た
ち第 27 回」に出演。水戸芸術館にて「プロムナー
ド・コンサート EXTRA」に出演。国内外の音楽
アカデミーを受講、講師陣推薦による受講生コン
サートに出演。これまでにピアノを米元えり、迫
昭嘉、中村真由美、米田栄子、フォルテピアノを
小倉貴久子に師事。現在ソロ活動をする他、伴奏
ピアニストとしても活躍、編曲や映画音楽にも携
わるなど幅広く活動している。

ピアノ
小林　由佳
水戸三高音楽科卒業、東京音楽大学ピアノ演奏家コース
特待生入学、首席卒業 ( 総代 )、研究科修了。第 14 回
茨城県新人演奏会新人賞受賞。主なる活動はパリ、ミラ
ノ、ソウル、ブラジルでの公演、新国立劇場、びわ湖ホー
ル等での著名な音楽家たちとの共演。水戸芸術館でのオ
ペラ「魔笛」は朝日新聞にて音楽評論家・吉田秀和氏か
ら編曲演奏を高く評価された。彦根城築城 400 年記念コ
ンサートで高円宮妃御前演奏。水戸芸術館で「300 人の
第九」、横浜開港祭では音楽監督として毎年、市民千人
合唱と財津和夫、沢田知可子、MayJ など Jpop アーティ
ストとの共演において、合唱編曲、演奏、指導を担当。
現在、東京音楽大学（電子オルガン、ピアノ科）講師。

ピアノ・ソルフェージュ
高野　真美
水戸第三高等学校音楽科、東京音楽大学器楽
専攻ピアノ演奏家コースを卒業。第 29 回茨
城の名手・名歌手たちに出演、第７回茨城の
名手・名歌手たち　藝文コンサートに出演。
第 47 回茨城県新人演奏会に出演。これまで
にピアノを古山真由美、和田萌子、小高明子、
渚智佳の各氏に師事。茨城県内特別支援学校、
中学校音楽での講師・非常勤講師を経て、現
在水戸第三高等学校非常勤講師。県内を中心
に活動をするアンサンブルトリオ『いばらき
３人娘 étoile』をはじめ、音楽指導・吹奏楽
指導、伴奏を中心に活動を行う。

ピアノ
飛田　紗智恵
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピアノ
科卒業。ミラノ国際アカデミー（旧ミラノ音楽院）にて研鑽を
積み、ソロ、室内楽ディプロマ取得。茨城県芸術祭県民コンサー
トにて奨励賞、第３回東関東ピアノオーディション準グランプ
リ並びに県教育委員会教育長賞受賞。「茨城の名手・名歌手たち 
第 11 回」、第 27 回茨城県新人演奏会等出演、2013 年水戸芸術
館にてピアノソロ・リサイタルを開催。「茨城の名手・名歌手た
ち 第 24 回」にピアノデュオで出演。これまでに江幡和子、篠原
純子、小林出、Andrea Di Renzo、Silva Costanzo の各氏に師
事。Avo Kuyumjian、横山幸雄の各氏のレッスンを受講。ソロ、
ピアノデュオ「Le Simpatiche」、茨城音楽文化振興会演奏会員、
作曲家と演奏家のグループ「水現 21」会員として演奏活動を行う。

声楽
茅根　順子
東京音楽大学声楽科卒業。高等学校音楽教諭とし
て勤務する傍らコンサート活動を続ける。1991
年オーストリア ･ ウィーンアカデミー国立音楽大
学でドイツリートを研讃。水戸芸術館「茨城の名
手・名歌手たち 第９回」に出演。96 年より常陸
大宮市文化センターにて「茅根順子リサイタル」
を５回開催。2005 年第 16 回奏楽堂日本歌曲コ
ンクール３位入賞。08 年音楽之友ホールに於い
て、シリーズ〈日本歌曲と音の魔術師たち〉に出
演。17 年水戸芸術館にて「茅根順子リサイタルⅥ」
を開催。塚田佳男、中沢桂、青山恵子、瀬山詠子
の各氏に師事する。

ピアノ
山口　泉恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大
学 ( ピアノ演奏家コース ) 卒業。同大学研究
科修了。NHK 新人洋楽オーディション合格。
第 17 回茨城県新人演奏会にて新人賞受賞。
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち 第１回」
に出演。これまでに吉水利子、小島久里、中
山靖子、佐藤由紀子、弘中孝の各氏に師事。
現在、水戸三高音楽科および東京音楽大学非
常勤講師として後進の指導にあたりながら、
各地でソリスト、室内楽奏者として活動して
いる。日本演奏連盟会員。

声楽
柿長　飛鳥
茨城県笠間市出身。水戸第二高等学校、東京
藝術大学声楽科を経て、アメリカニューヨー
クへ留学。ニューヨーク市立ブルックリンカ
レッジ大学院修士課程を修了。 モーツァルテ
ウム夏期国際アカデミー、シカゴサマーオペ
ラ、VOICE EXPERIENCE FUNDATION（フ
ロリダ）に参加。第 33 回ソレイユ音楽コン
クール第３位（審査員奨励賞）、第 13 回チェ
コ音楽コンクール第２位受賞。2014 年「茨
城の名手・名歌手第 24 回」、第 47 回茨城県
新人演奏会に出演。現在、新国立劇場合唱団
登録メンバーとして活動中。

声楽
川上　茉梨絵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学音
楽学部声楽科を首席にて卒業。同大学院修士課程
音楽研究科声楽オペラ専攻修了後、ドイツのシュ
トゥットガルト音楽演劇大学の別科を修了。高校
在学時に「茨城の名手・名歌手たち第 16 回」に
出演。大学部卒業時に大賀典雄賞、松田トシ賞、
アカンサス賞、同声会賞を受賞し、皇居・桃華楽
堂における宮内庁主催御前演奏会に出演。これま
でに文化庁文化芸術推進事業、新国立劇場特別
公演他、様々なオペラに出演し演奏活動を行って
いる。

ピアノ
冨田　悠貴乃
茨城県水戸市出身。小学生の頃一年間父の転勤に
伴いアメリカに滞在し、稲川佳奈子氏に出会う。
帰国後、桐朋学園音楽学部附属子供のための音楽
教室に通い、ピアノのほかソルフェージュの勉強
も始める。茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経
て、愛知県立芸術大学音楽学部器楽専攻卒業。在
学中 New York Summit Music Festival に参加。
これまで坂口由美、稲川佳奈子、櫻井大伍、稲村
紘子、片岡麻衣、長瀬賢弘、西山郁子、掛谷勇三、
アルバート・ロトの各氏に師事。現在、地元音楽
教室ピアノ講師、伴奏者として活動。

ピアノ
中村　佳代
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、武
蔵野音楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。同大
学院音楽研究科修了。イギリス王立音楽大学
名誉ディプロマ取得。第 15 回茨城県新人演
奏会にて新人賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・
名歌手たち 第 1 回」に出演。ロンドン、水戸
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、姉 中
村真由美とピアノ・デュオを結成し、水戸芸
術館等でリサイタルを開催、水戸芸術館「水
戸の街に響け！ 300 人の《第九》」に毎年出演。
門下生とのピアノアンサンブルコンサートを
定期的に開催するなど、幅広く活動している。

ピアノ
中村　真由美
東京藝術大学音楽学部器楽科 ( ピアノ専攻 ) 卒業。コ
ロラド大学音楽学部 ( ピアノ演奏 ) 修士課程修了。
1988 年全米音楽指導者協会 (MTNA) 主催コンクール、
ファイナリスト｡ 89 年第３回マスターズ国際ピアノコ
ンクール、奨励賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・名
歌手たち 第 3 回」に出演。水戸市民会館、水戸芸術館
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、妹 中村佳代と
ピアノ・デュオを結成し、水戸芸術館等でリサイタル
を開催、水戸芸術館「水戸の街に響け！ 300 人の《第
九》」に毎年出演。門下生とのピアノアンサンブルコン
サートを定期的に開催するなど、幅広く活動している。
現在、茨城県立取手松陽高等学校音楽科非常勤講師｡

声楽・ソルフェージュ・重唱・合唱
髙橋　侑
水戸第三高等学校音楽科卒業。東京藝術大学声楽
科卒業後、同大学院修士課程修了。修士課程在学
中は、アメリカ人作曲家ドミニク・アージェント
の歌曲を中心に研究し学位を取得。第 63 回全日本
学生音楽コンクール声楽部門高校の部東京大会３
位、同コンクール全国大会入選。第 43 回茨城県
新人演奏会、奨励賞並びに聴衆賞受賞。第 28 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。これまでに紙谷
弘子、小泉惠子、永井和子各氏に師事。現在は茨
城県内中心の演奏の他、ポップスのレコーディン
グや、藝大出身女声４人によるアカペラユニット

「Rouge」としても積極的に活動を行なっている。

声楽
藤澤　史帆
武蔵野音楽大学音楽学部声楽学科卒業、同大
学大学院ヴィルトゥオーソコース声楽科を首
席にて修了。在学中福井直秋記念奨学金を授
与される。オーディションにより選抜され、
坂東玉三郎特別招聘教授による公開講座を受
講。同大学卒業演奏会、修了演奏会、第 89
回読売新人演奏会に出演。第 11 回東京国際
声楽コンクール　新進声楽家部門第２位 ( １
位該当なし )、東京新聞賞受賞。岩永圭子氏、
岡崎雅明氏に師事。
現在、武蔵野音楽大学研修員。

器楽アンサンブル・音楽理論・
ソルフェージュ
小高根　ふみ
都立芸術高校を経て東京藝術大学音楽学部ヴァイオリン専
攻卒業。同大学院修士課程ソルフェージュ専攻修了。ヴァ
イオリン奏者目線でのソルフェージュ教育研究に取り組み
ながら後進の指導にあたるほか、室内楽やオーケストラ等
で演奏活動を行っている。市川市文化振興財団新人演奏家
コンクール弦楽器部門最優秀賞。ヴァイオリンを小高根眞
理子、高橋孝子、霜佐紀子、岡山潔、漆原朝子の各氏に、
ソルフェージュを上田真樹、林達也、L. テシュネの各氏に、
室内楽を松原勝也、迫昭嘉、藤森亮一の各氏に師事。東京
藝術大学教育研究助手、Y.A. ミュージックアカデミー講師。

器楽アンサンブル
石坂　淑恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学
卒業。及び、同大学研究科修了。桐朋オーケスト
ラ・アカデミー研修課程修了。モーツァルテウム
音楽大学夏期国際音楽アカデミーマスタークラス
修了。第 21 回 「茨城の名手・名歌手たち」出演。
第 42 回 茨城県新人演奏会奨励賞受賞。第 65 回
東京国際芸術協会新人演奏会審査員賞受賞。ヴァ
イオリンを佐藤勝夫、城戸範子、齋藤寛子、久保
田巧、加藤知子、藤原浜雄の各氏に師事。ヴィオ
ラを佐々木亮氏に師事。 現在、水戸第三高等学校
音楽科非常勤講師、聖徳大学音楽学部演奏支援員。

器楽アンサンブル
前澤　扶美
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、
オーストリア国立ザルツブルク・モーツァルテウ
ム大学音楽学部卒業。在学中、モーツァルテウム
管弦楽団 (プロ )の客員奏者。ヴァイオリンを大
谷康子、海野義雄、ルッジェーロ・リッチの各氏
に師事。
帰国後は介護老人保健施設に就職。介護福祉士を
取得。音楽好きな施設長の影響で、ソリストとし
て水戸バッハコレギウムとヴィヴァルディの「四
季」全曲を共演する等、演奏歴も多数。現在、水
戸英宏中学校英語科非常勤講師。

器楽アンサンブル
山田　圭子
ヴァイオリンで都立芸術高校、東京藝術大学、フ
ランクフルト国立音楽大学卒業。東京文化会館推
薦音楽会出演。霧島国際音楽祭奨励賞受賞。ヴィ
オラで東京藝術大学音楽学部別科修了。第 4 回
日本アンサンブルコンクール池田賞受賞。ヴァイ
オリンを石橋紀代子、岩崎洋三、浦川宜也、エ
ディット・パイネマンの各氏に、ヴィオラを白尾
偕子、大野かおるの各氏に師事。現在、独奏・室
内楽を中心に演奏活動を行う。茨城県立取手松陽
高校音楽科非常勤講師。つくばサロンコンサート
のメンバー。

サクソフォン
柳下　柚子
洗足学園音楽大学を卒業後、東京藝術大学大学院で博士号 (D.M.) を
取得。フランスでサクソフォンの初等教育を研究し、科学技術研究費
助成事業にて日本における管楽器の早期教育プロジェクトや、東京大
学と管楽器教育のための共同研究を行う。また、文化庁主催の 文化
芸術による子供の育成事業や官民連携プラットフォームにて０歳児か
らの親子コンサー トや楽器体験事業を参画し、全国の保育施設や小
中学校にてコンサート活動を展開している。 第１回Ｋ国際サクソフォ
ンコンクール第３位。第 11 回 Jr. サクソフォンコンクール入賞。第
13 回日本クラシック音楽コンクール入賞。東京藝術大学大学院アカ
ンサス音楽賞受賞。国際音楽芸術振興財団、山田貞夫音楽財団、
ヤマノ文化財団、福島育英会奨学生。東京藝術大学専門研究員。聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科非常勤講師。

クラリネット
吉田　かなえ
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学を
卒業。尚美コンセルヴァトアールディプロマ科を修了。ヤ
マハ管楽器新人演奏会第 32 回クラリネット部門に出演。
第 41 回・46 回茨城県新人演奏会に出演 (41' 聴衆賞 )、
2018 年茨城県民コンサートに出演し特賞を受賞。ソロ・
室内楽を中心とする演奏活動の傍ら、大人から子供まで幅
広い内容の演奏指導、また吹奏楽指導の分野にも力を入れ、
多方面で活動を展開している。クラリネットを四戸世紀、
松本健司、故内山洋、他各氏に師事。日本国内で P.Schmidl、
渡欧し K.Schmid、J. Hindler のレッスンを受講。現在、
茨城県立水戸第三高等学校音楽科、洗足学園音楽大学非常
勤講師。社団法人 Youth Classic メンバー。

ピアノ
小島　慶子
東京音楽大学ピアノ演奏家コース卒業、同大
学大学院修士課程修了。第 22 回茨城県新人
演奏会にて新人賞受賞。第 1 回蓼科音楽コン
クール（現セシリア国際音楽コンクール）室
内楽部門第２位。現在、茨城県立取手松陽高
等学校音楽科、水戸第三高等学校音楽科非常
勤講師として後進の指導にあたる傍ら、ソリ
ストとして、また室内楽奏者・伴奏者として、
演奏活動を行っている。演奏表現学会、練馬
区演奏家協会会員。

ピアノ・ソルフェージュ
田﨑 百合子
桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大
学音楽学部音楽学科を卒業。ピアノを、玉置
善己、加藤伸佳、坂井由紀子の各氏に師事。P.ド
ヴァイヨン、Ｋ . ヤブウォンスキ、B. リグット、
練木繁夫、豊田あい子の各氏に指導を受ける。
ソルフェージュを、新井精、高橋千佳子の各
氏に師事。日本ソルフェージュ研究協議会会
員。

©Ayane Shindo
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チューバ
木曽原　榛紀
東京都調布市出身。東京都立総合芸術高等学校を
経て東京藝術大学器楽科卒業。第 17 回ジュニア
管打楽器コンクールチューバ部門にて金賞受賞。
2018 Jeju international brass competition セミ
ファイナリスト。これまでにチューバを本間雅智、
佐藤桃、池田幸広、佐藤和彦の各氏に師事。チュー
バでの活動以外でも音楽ユニット Brave Brain に
て vocal と作詞作曲も手掛けており、これまでに
数作品をリリース。楽曲提供や様々なレコーディ
ングにも携わり音楽活動は多岐に渡る。一般社団
法人 BRASS EXCEED TOKYO チューバ奏者。

打楽器
石川　大樹
長野県小諸市出身。幼少の頃よりピアノを独学で弾き
音楽に親しむ。中学校の吹奏楽部入部をきっかけに打
楽器を始める。長野県小諸高等学校音楽科卒業。東京
藝術大学音楽学部器楽科打楽器専攻卒業。東京藝術大
学同声会長野支部の推薦で長野県新人演奏会に出演。
これまでに打楽器全般を荻原松美、杉山智恵子、藤本
隆文の各氏に師事。現在フリーランスの打楽器奏者と
して東京、地元長野を中心に演奏活動を行う。オーケ
ストラや吹奏楽等、活動は多岐にわたる。また後進の
指導にも積極的にあたっている。長野県にゆかりのあ
るプロ奏者によるオーケストラ、ensembleNOVA 所
属。ブラスアンサンブル「FILM BRASS」メンバー。

フルート
浅田　結希
東京藝術大学で同声会賞を得て卒業、記念コ
ンサートに出演する。同大学院修士課程終了。
第 58 回全日本学生音楽コンクール九州大会
第１位、第 11 回宮日音楽コンクール最優秀賞、
第 33 回宮崎県独唱独奏コンクールグランプ
リ、第 18 回コンセールマロニエ 21 第１位、
第 20 回びわ湖国際フルートコンクール入選。
藝大在学時に試験により選抜され、モーニン
グコンサートにて藝大フィルハーモニアと共
演する。

器楽アンサンブル
栗原　りか　
東京藝術大学器楽科卒業。「オズの魔法使い」

「レ・ミゼラブル」「アニー」などのミュージ
カルオーケストラでコンサートマスターをつ
とめるほか、数多くのオーケストラ、室内楽
など、ジャンルを問わず演奏活動を行う。佐
藤勝夫、海野義雄、水野佐知香の各氏に師事。

器楽アンサンブル
池田　祥子
茨城県水戸市出身。水戸第三高等学校音楽科、東
京音楽大学音楽部器楽科卒業。洗足学園音楽大学
大学院器楽科修了。ヴァイオリンを辰巳明子、ヴィ
オラを兎束俊之、大野かおる、岡田伸夫の各氏に
師事。第 14 回レ・スプレンデル音楽コンクール
入選、第 23 回クラシック音楽オーディション合
格、第 10 回関西弦楽コンクール優良賞、第 21
回和歌山音楽コンクール大学以上の部第３位（１、
２位なし）。平成 20 年度洗足学園音楽大学前田
音楽奨励賞受賞。幼稚園、小学校での教育機関や
福祉施設での演奏を積極的に活動している。

ピアノ
岡部　昌子
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経
て東京藝術大学音楽学部器楽科ピアノ専攻卒
業。パリ · エコールノルマルに留学。ピアノ
と室内楽のディプロマを取得。第 32 回全日
本学生音楽コンクールピアノ部門東日本大会
第３位入賞。第 13 回茨城県新人演奏会にて
新人賞受賞。水戸芸術館にてリサイタルを開
催するなど、ソロ、室内楽の分野で演奏活動
を行う。これまでに佐藤篤、梅谷進、安川加
壽子、深澤亮子、ジャック · ルヴィエの各氏
に師事。

ピアノ・ソルフェージュ・重唱・合唱
小山田　桃
茨城県土浦市出身。茨城県立水戸第三高等学校音楽科卒業。
東京音楽大学器楽専攻 ( ピアノ演奏家コース ) を経て、同大学
院修士課程器楽専攻鍵盤楽器研究領域 ( ピアノ ) を修了。惑星
の願いチャリティーコンサートにてライム・レディースオーケスト
ラと自作曲で共演。春のパリ研修、ドイツ・エンゲルス国際音
楽祭に参加。第６回横浜国際音楽コンクールアンサンブル部門
２台ピアノの部審査員特別賞。第７回横浜国際音楽コンクール
ピアノ協奏曲部門第１位。オーディション合格者による第２４回
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち」、第 41 回茨城新人演奏
会に出演。茨城演奏家連盟会員。アトリエ・アッシュアートサロ
ンメンバー。これまでにピアノを岩田文子、岡部昌子、秦はるひ、
関根有子、石井克典、作曲を大久保みどり、青木進の各氏に師事。

ホルン
皆川　実輝
埼玉県立芸術総合高等学校音楽科を経て、武蔵野音
楽大学ヴィルトゥオーソ学科卒業。2012 年度福井
直秋記念奨学金学修奨励金奨学生。ホルンを須山芳
博氏に、室内楽を Roger Bobo、甲斐道雄、一戸敦、
井上順平、丸山勉の各氏に師事。また Stefan Dohr、
Christian-Friedrich Dallmann、Nico De Marchi、
Frank Demmler の各氏のマスタークラスを受講。
フリーランスの演奏家として活動する傍ら小中高等
学校の吹奏楽部指導や講習会の講師などを行なって
いる。茨城県立水戸第三高等学校音楽科非常勤講師、
東京都立上水高等学校吹奏楽部部活動指導員。

クラリネット
照沼　夢輝
東海村出身。水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学卒業。クラリネッ
トを吉成隆一、大熊洋子、山本正治、金子平の各氏に、指揮を湯浅勇治氏に師事。
またチャールズ・ナイディック、パスカル・モラゲス、カール・ライスター、
リカルド・モラレス、インヒュク・チョウといった海外の演奏家にも学んでいる。
第 21 回日本クラシック音楽コンクール第２位、第四回秋吉台音楽コンクール
第３位（２位なし）、第 90 回日本音楽コンクール入選他、ARD ミュンヘン国
際音楽コンクールやプラハの春国際コンクールなどに出場。第５回ジャックラ
ンスロ国際クラリネットコンクール セミファイナリスト。サイトウキネンフェ
スティバル 小澤征爾音楽塾オーケストラやアフィニス夏の音楽祭などに出演。
日本フィルハーモニー交響楽団クラリネット奏者に就任。ぱんだウインド
オーケストラ、現代音楽アンサンブル『トーンシーク』各メンバー。ビュッ
フェ・クランポン契約講師。水戸第三高校音楽科非常勤講師。水戸ジュニア
オーケストラ指揮者。

チェロ・器楽アンサンブル
豊原　さやか
東京藝術大学音楽学部器楽科、京都市立芸術
大学大学院卒業。同大学院卒業後、新日本
フィルハーモニー交響楽団団員として１年間
活動。渡独しマインツ州立歌劇場付属オーケ
ストラの研修生を経てフライブルク音楽院で
ディプロムを取得。帰国後はソロ、室内楽の
他、バロック音楽、宗教音楽の分野でも活動。
これまでにチェロを黒川正三、上村昇、花崎
薫、C. ヘンケルの各氏に、室内楽を河野文明、
浦川宜也、R. クスマウルの各氏に師事。

器楽アンサンブル
石橋　京子
茨城県出身。東京藝術大学音楽学部器楽科卒
業。これまでに永島義男、西田直文、山本修
の各氏に師事。現在フリーランス奏者。長野
県小諸高等学校音楽科特任講師、茨城県立水
戸第三高等学校音楽科非常勤講師。

ピアノピアノ
小菅　綾小菅　綾
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校、同大学音楽
学部器楽科ピアノ専攻を経て、同大学大学院音楽研究
科器楽科修士課程修了。中下千夏、佐々木恵子、碓井
俊樹、エヴァ・ポブウォッカ、秦はるひの各氏に師事。
在学中より国内外でのマスタークラスに多数参加し、研
鑽を積む。現在は茨城、都内を中心にソロ・アンサンブ
ルを問わず積極的に演奏活動を行い、多くのアーティス
トと共演。アトリエ・アッシュメンバーとして世界初録音
となる≪チェルニー：12 の前奏曲とフーガ Op.400 ≫の
CD 録音に参加し、レコード芸術誌にて準特選盤に選出
される。ひたちなか市にて小菅綾ピアノ教室主宰。ピティ
ナ指導者賞受賞。( 一社 ) ひたちのくに楽友協会理事。

ソルフェージュ
波立　裕矢
1995 年生まれ。2018 年愛知県立芸術大学
音楽学部卒業。2021 年東京藝術大学大学院
修士課程修了。第 35 回現音作曲新人賞受賞。
第 89 回日本音楽コンクール作曲部門一位並
びに明治安田賞、三善賞受賞。第 32 回芥川
也寸志サントリー作曲賞受賞。桐朋学園大学
非常勤講師。

打楽器
長谷川　知里
埼玉県 春日部市出身。埼玉栄高等学校を経て、
武蔵野音楽大学演奏学科 器楽コースを卒業。
現在、同大学別科に在籍。大学在学中、武蔵
野音楽大学ウインドアンサンブル演奏会に出
演。これまでに打楽器を篠塚裕美子、渡辺由
美子、安藤芳広、黒田英実の各氏に師事。水
戸第三高等学校非常勤講師。

トランペット
飛田　遥香
茨城県出身 東京藝術大学を卒業。これまでにトランペットを、栃
本浩規、古田俊博、菊本和昭、佐藤友紀、木村英一、班目加奈の
各氏に、室内楽を栃本浩規、日高剛、古賀慎治の各氏に師事。第
８回 JBA 関東甲信越支部中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト
全国大会 最優秀賞・特別賞。第 12 回日本ジュニア管打楽器コン
クール金賞・文部科学大臣賞。2017 年小澤征爾音楽塾において、
セイジ・オザワ マツモトフェスティバルに参加。2019 年学内の
室内楽定期演奏会に金管五重奏で出演。ドルチェ楽器デビューコ
ンサートに出演。第 45 回茨城県新人演奏会　聴衆賞。第 30 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。FILM BRASS、水戸トランペッ
トアンサンブル、Trumpet Duo Hokuhoku 各メンバー。

ソルフェージュ
小﨑　光洋
桐朋学園大学音楽学部作曲専攻卒業。現在、
OTO の会、並びに水現 21 会員として作品を
継続的に発表。本校のほか、聖徳大学音楽学
部、茨城県立取手松陽高等学校音楽科、聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科講師。
トニカ音楽院代表。

音楽史・ソルフェージュ
吉田　桂子
東京藝術大学作曲科卒業、同大学院音楽研究
科 ( ソルフェージュ専攻 ) 修了。合唱作編曲
作品を多く手がけ、合唱指導、ピアニストと
して活動する。また鍵盤ハーモニカの可能性
に着目し、奏者との共演活動をしながら数多
くの作品を提供、発表している。作曲を野田
暉行、島岡譲各氏に、ソルフェージュを細野
孝興、永富正之各氏に、伴奏法を野平一郎氏
に師事。東京藝術大学および同附属音楽高校
非常勤講師を経て、現在茨城県立水戸第三高
校非常勤講師。日本ソルフェージュ研究協議
会会員。

ピアノ
森田　凪
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピ
アノ演奏家コース卒業。「茨城の名手・名歌手た
ち第 27 回」に出演。水戸芸術館にて「プロムナー
ド・コンサート EXTRA」に出演。国内外の音楽
アカデミーを受講、講師陣推薦による受講生コン
サートに出演。これまでにピアノを米元えり、迫
昭嘉、中村真由美、米田栄子、フォルテピアノを
小倉貴久子に師事。現在ソロ活動をする他、伴奏
ピアニストとしても活躍、編曲や映画音楽にも携
わるなど幅広く活動している。

ピアノ
小林　由佳
水戸三高音楽科卒業、東京音楽大学ピアノ演奏家コース
特待生入学、首席卒業 ( 総代 )、研究科修了。第 14 回
茨城県新人演奏会新人賞受賞。主なる活動はパリ、ミラ
ノ、ソウル、ブラジルでの公演、新国立劇場、びわ湖ホー
ル等での著名な音楽家たちとの共演。水戸芸術館でのオ
ペラ「魔笛」は朝日新聞にて音楽評論家・吉田秀和氏か
ら編曲演奏を高く評価された。彦根城築城 400 年記念コ
ンサートで高円宮妃御前演奏。水戸芸術館で「300 人の
第九」、横浜開港祭では音楽監督として毎年、市民千人
合唱と財津和夫、沢田知可子、MayJ など Jpop アーティ
ストとの共演において、合唱編曲、演奏、指導を担当。
現在、東京音楽大学（電子オルガン、ピアノ科）講師。

ピアノ・ソルフェージュ
高野　真美
水戸第三高等学校音楽科、東京音楽大学器楽
専攻ピアノ演奏家コースを卒業。第 29 回茨
城の名手・名歌手たちに出演、第７回茨城の
名手・名歌手たち　藝文コンサートに出演。
第 47 回茨城県新人演奏会に出演。これまで
にピアノを古山真由美、和田萌子、小高明子、
渚智佳の各氏に師事。茨城県内特別支援学校、
中学校音楽での講師・非常勤講師を経て、現
在水戸第三高等学校非常勤講師。県内を中心
に活動をするアンサンブルトリオ『いばらき
３人娘 étoile』をはじめ、音楽指導・吹奏楽
指導、伴奏を中心に活動を行う。

ピアノ
飛田　紗智恵
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学ピアノ
科卒業。ミラノ国際アカデミー（旧ミラノ音楽院）にて研鑽を
積み、ソロ、室内楽ディプロマ取得。茨城県芸術祭県民コンサー
トにて奨励賞、第３回東関東ピアノオーディション準グランプ
リ並びに県教育委員会教育長賞受賞。「茨城の名手・名歌手たち 
第 11 回」、第 27 回茨城県新人演奏会等出演、2013 年水戸芸術
館にてピアノソロ・リサイタルを開催。「茨城の名手・名歌手た
ち 第 24 回」にピアノデュオで出演。これまでに江幡和子、篠原
純子、小林出、Andrea Di Renzo、Silva Costanzo の各氏に師
事。Avo Kuyumjian、横山幸雄の各氏のレッスンを受講。ソロ、
ピアノデュオ「Le Simpatiche」、茨城音楽文化振興会演奏会員、
作曲家と演奏家のグループ「水現 21」会員として演奏活動を行う。

声楽
茅根　順子
東京音楽大学声楽科卒業。高等学校音楽教諭とし
て勤務する傍らコンサート活動を続ける。1991
年オーストリア ･ ウィーンアカデミー国立音楽大
学でドイツリートを研讃。水戸芸術館「茨城の名
手・名歌手たち 第９回」に出演。96 年より常陸
大宮市文化センターにて「茅根順子リサイタル」
を５回開催。2005 年第 16 回奏楽堂日本歌曲コ
ンクール３位入賞。08 年音楽之友ホールに於い
て、シリーズ〈日本歌曲と音の魔術師たち〉に出
演。17 年水戸芸術館にて「茅根順子リサイタルⅥ」
を開催。塚田佳男、中沢桂、青山恵子、瀬山詠子
の各氏に師事する。

ピアノ
山口　泉恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大
学 ( ピアノ演奏家コース ) 卒業。同大学研究
科修了。NHK 新人洋楽オーディション合格。
第 17 回茨城県新人演奏会にて新人賞受賞。
水戸芸術館「茨城の名手・名歌手たち 第１回」
に出演。これまでに吉水利子、小島久里、中
山靖子、佐藤由紀子、弘中孝の各氏に師事。
現在、水戸三高音楽科および東京音楽大学非
常勤講師として後進の指導にあたりながら、
各地でソリスト、室内楽奏者として活動して
いる。日本演奏連盟会員。

声楽
柿長　飛鳥
茨城県笠間市出身。水戸第二高等学校、東京
藝術大学声楽科を経て、アメリカニューヨー
クへ留学。ニューヨーク市立ブルックリンカ
レッジ大学院修士課程を修了。 モーツァルテ
ウム夏期国際アカデミー、シカゴサマーオペ
ラ、VOICE EXPERIENCE FUNDATION（フ
ロリダ）に参加。第 33 回ソレイユ音楽コン
クール第３位（審査員奨励賞）、第 13 回チェ
コ音楽コンクール第２位受賞。2014 年「茨
城の名手・名歌手第 24 回」、第 47 回茨城県
新人演奏会に出演。現在、新国立劇場合唱団
登録メンバーとして活動中。

声楽
川上　茉梨絵
水戸第三高等学校音楽科を経て、東京藝術大学音
楽学部声楽科を首席にて卒業。同大学院修士課程
音楽研究科声楽オペラ専攻修了後、ドイツのシュ
トゥットガルト音楽演劇大学の別科を修了。高校
在学時に「茨城の名手・名歌手たち第 16 回」に
出演。大学部卒業時に大賀典雄賞、松田トシ賞、
アカンサス賞、同声会賞を受賞し、皇居・桃華楽
堂における宮内庁主催御前演奏会に出演。これま
でに文化庁文化芸術推進事業、新国立劇場特別
公演他、様々なオペラに出演し演奏活動を行って
いる。

ピアノ
冨田　悠貴乃
茨城県水戸市出身。小学生の頃一年間父の転勤に
伴いアメリカに滞在し、稲川佳奈子氏に出会う。
帰国後、桐朋学園音楽学部附属子供のための音楽
教室に通い、ピアノのほかソルフェージュの勉強
も始める。茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経
て、愛知県立芸術大学音楽学部器楽専攻卒業。在
学中 New York Summit Music Festival に参加。
これまで坂口由美、稲川佳奈子、櫻井大伍、稲村
紘子、片岡麻衣、長瀬賢弘、西山郁子、掛谷勇三、
アルバート・ロトの各氏に師事。現在、地元音楽
教室ピアノ講師、伴奏者として活動。

ピアノ
中村　佳代
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、武
蔵野音楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。同大
学院音楽研究科修了。イギリス王立音楽大学
名誉ディプロマ取得。第 15 回茨城県新人演
奏会にて新人賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・
名歌手たち 第 1 回」に出演。ロンドン、水戸
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、姉 中
村真由美とピアノ・デュオを結成し、水戸芸
術館等でリサイタルを開催、水戸芸術館「水
戸の街に響け！ 300 人の《第九》」に毎年出演。
門下生とのピアノアンサンブルコンサートを
定期的に開催するなど、幅広く活動している。

ピアノ
中村　真由美
東京藝術大学音楽学部器楽科 ( ピアノ専攻 ) 卒業。コ
ロラド大学音楽学部 ( ピアノ演奏 ) 修士課程修了。
1988 年全米音楽指導者協会 (MTNA) 主催コンクール、
ファイナリスト｡ 89 年第３回マスターズ国際ピアノコ
ンクール、奨励賞受賞。水戸芸術館「茨城の名手・名
歌手たち 第 3 回」に出演。水戸市民会館、水戸芸術館
にてリサイタルを開催。ソロ活動の他、妹 中村佳代と
ピアノ・デュオを結成し、水戸芸術館等でリサイタル
を開催、水戸芸術館「水戸の街に響け！ 300 人の《第
九》」に毎年出演。門下生とのピアノアンサンブルコン
サートを定期的に開催するなど、幅広く活動している。
現在、茨城県立取手松陽高等学校音楽科非常勤講師｡

声楽・ソルフェージュ・重唱・合唱
髙橋　侑
水戸第三高等学校音楽科卒業。東京藝術大学声楽
科卒業後、同大学院修士課程修了。修士課程在学
中は、アメリカ人作曲家ドミニク・アージェント
の歌曲を中心に研究し学位を取得。第 63 回全日本
学生音楽コンクール声楽部門高校の部東京大会３
位、同コンクール全国大会入選。第 43 回茨城県
新人演奏会、奨励賞並びに聴衆賞受賞。第 28 回
茨城の名手・名歌手たちに出演。これまでに紙谷
弘子、小泉惠子、永井和子各氏に師事。現在は茨
城県内中心の演奏の他、ポップスのレコーディン
グや、藝大出身女声４人によるアカペラユニット

「Rouge」としても積極的に活動を行なっている。

声楽
藤澤　史帆
武蔵野音楽大学音楽学部声楽学科卒業、同大
学大学院ヴィルトゥオーソコース声楽科を首
席にて修了。在学中福井直秋記念奨学金を授
与される。オーディションにより選抜され、
坂東玉三郎特別招聘教授による公開講座を受
講。同大学卒業演奏会、修了演奏会、第 89
回読売新人演奏会に出演。第 11 回東京国際
声楽コンクール　新進声楽家部門第２位 ( １
位該当なし )、東京新聞賞受賞。岩永圭子氏、
岡崎雅明氏に師事。
現在、武蔵野音楽大学研修員。

器楽アンサンブル・音楽理論・
ソルフェージュ
小高根　ふみ
都立芸術高校を経て東京藝術大学音楽学部ヴァイオリン専
攻卒業。同大学院修士課程ソルフェージュ専攻修了。ヴァ
イオリン奏者目線でのソルフェージュ教育研究に取り組み
ながら後進の指導にあたるほか、室内楽やオーケストラ等
で演奏活動を行っている。市川市文化振興財団新人演奏家
コンクール弦楽器部門最優秀賞。ヴァイオリンを小高根眞
理子、高橋孝子、霜佐紀子、岡山潔、漆原朝子の各氏に、
ソルフェージュを上田真樹、林達也、L. テシュネの各氏に、
室内楽を松原勝也、迫昭嘉、藤森亮一の各氏に師事。東京
藝術大学教育研究助手、Y.A. ミュージックアカデミー講師。

器楽アンサンブル
石坂　淑恵
水戸第三高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学
卒業。及び、同大学研究科修了。桐朋オーケスト
ラ・アカデミー研修課程修了。モーツァルテウム
音楽大学夏期国際音楽アカデミーマスタークラス
修了。第 21 回 「茨城の名手・名歌手たち」出演。
第 42 回 茨城県新人演奏会奨励賞受賞。第 65 回
東京国際芸術協会新人演奏会審査員賞受賞。ヴァ
イオリンを佐藤勝夫、城戸範子、齋藤寛子、久保
田巧、加藤知子、藤原浜雄の各氏に師事。ヴィオ
ラを佐々木亮氏に師事。 現在、水戸第三高等学校
音楽科非常勤講師、聖徳大学音楽学部演奏支援員。

器楽アンサンブル
前澤　扶美
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、
オーストリア国立ザルツブルク・モーツァルテウ
ム大学音楽学部卒業。在学中、モーツァルテウム
管弦楽団 (プロ )の客員奏者。ヴァイオリンを大
谷康子、海野義雄、ルッジェーロ・リッチの各氏
に師事。
帰国後は介護老人保健施設に就職。介護福祉士を
取得。音楽好きな施設長の影響で、ソリストとし
て水戸バッハコレギウムとヴィヴァルディの「四
季」全曲を共演する等、演奏歴も多数。現在、水
戸英宏中学校英語科非常勤講師。

器楽アンサンブル
山田　圭子
ヴァイオリンで都立芸術高校、東京藝術大学、フ
ランクフルト国立音楽大学卒業。東京文化会館推
薦音楽会出演。霧島国際音楽祭奨励賞受賞。ヴィ
オラで東京藝術大学音楽学部別科修了。第 4 回
日本アンサンブルコンクール池田賞受賞。ヴァイ
オリンを石橋紀代子、岩崎洋三、浦川宜也、エ
ディット・パイネマンの各氏に、ヴィオラを白尾
偕子、大野かおるの各氏に師事。現在、独奏・室
内楽を中心に演奏活動を行う。茨城県立取手松陽
高校音楽科非常勤講師。つくばサロンコンサート
のメンバー。

サクソフォン
柳下　柚子
洗足学園音楽大学を卒業後、東京藝術大学大学院で博士号 (D.M.) を
取得。フランスでサクソフォンの初等教育を研究し、科学技術研究費
助成事業にて日本における管楽器の早期教育プロジェクトや、東京大
学と管楽器教育のための共同研究を行う。また、文化庁主催の 文化
芸術による子供の育成事業や官民連携プラットフォームにて０歳児か
らの親子コンサー トや楽器体験事業を参画し、全国の保育施設や小
中学校にてコンサート活動を展開している。 第１回Ｋ国際サクソフォ
ンコンクール第３位。第 11 回 Jr. サクソフォンコンクール入賞。第
13 回日本クラシック音楽コンクール入賞。東京藝術大学大学院アカ
ンサス音楽賞受賞。国際音楽芸術振興財団、山田貞夫音楽財団、
ヤマノ文化財団、福島育英会奨学生。東京藝術大学専門研究員。聖徳
大学附属取手聖徳女子高等学校音楽科非常勤講師。

クラリネット
吉田　かなえ
茨城県立水戸第三高等学校音楽科を経て、東京音楽大学を
卒業。尚美コンセルヴァトアールディプロマ科を修了。ヤ
マハ管楽器新人演奏会第 32 回クラリネット部門に出演。
第 41 回・46 回茨城県新人演奏会に出演 (41' 聴衆賞 )、
2018 年茨城県民コンサートに出演し特賞を受賞。ソロ・
室内楽を中心とする演奏活動の傍ら、大人から子供まで幅
広い内容の演奏指導、また吹奏楽指導の分野にも力を入れ、
多方面で活動を展開している。クラリネットを四戸世紀、
松本健司、故内山洋、他各氏に師事。日本国内で P.Schmidl、
渡欧し K.Schmid、J. Hindler のレッスンを受講。現在、
茨城県立水戸第三高等学校音楽科、洗足学園音楽大学非常
勤講師。社団法人 Youth Classic メンバー。

ピアノ
小島　慶子
東京音楽大学ピアノ演奏家コース卒業、同大
学大学院修士課程修了。第 22 回茨城県新人
演奏会にて新人賞受賞。第 1 回蓼科音楽コン
クール（現セシリア国際音楽コンクール）室
内楽部門第２位。現在、茨城県立取手松陽高
等学校音楽科、水戸第三高等学校音楽科非常
勤講師として後進の指導にあたる傍ら、ソリ
ストとして、また室内楽奏者・伴奏者として、
演奏活動を行っている。演奏表現学会、練馬
区演奏家協会会員。

ピアノ・ソルフェージュ
田﨑 百合子
桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大
学音楽学部音楽学科を卒業。ピアノを、玉置
善己、加藤伸佳、坂井由紀子の各氏に師事。P.ド
ヴァイヨン、Ｋ . ヤブウォンスキ、B. リグット、
練木繁夫、豊田あい子の各氏に指導を受ける。
ソルフェージュを、新井精、高橋千佳子の各
氏に師事。日本ソルフェージュ研究協議会会
員。
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